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十
年
ほ
ど
前
ま
で
、
木
曽
川
の
そ
ば
の
ホ

テ
ル
に
よ
く
泊
ま
っ
て
い
た
。
名
古
屋
の
デ

パ
ー
ト
で
、
鰻
や
く
ち
あ
た
り
の
い
い
お
菓

子
を
買
っ
た
ら
、
犬
山
ま
で
、
一
時
間
ほ
ど

名
鉄
電
車
に
の
る
。
中
学
生
の
こ
ろ
、
墓
参

り
の
た
め
に
家
族
で
同
じ
路
線
に
乗
っ
た
と

き
は
、
太
宰
治
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
み
ょ

う
に
お
ぼ
え
て
い
る
。
電
車
の
振
動
と
物
語

の
リ
ズ
ム
が
心
地
よ
く
て
降
り
る
の
が
惜
し

か
っ
た
。

犬
山
の
そ
ば
の
施
設
で
祖
母
が
暮
ら
し
て

い
た
た
め
、
母
と
二
人
で
面
会
に
行
っ
た
。

し
だ
い
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
く
祖

母
だ
っ
た
け
れ
ど
、
い
つ
も
食
欲
旺
盛
で
、

鰻
重
を
、
お
や
つ
が
わ
り
に
ぺ
ろ
り
と
食

べ
、
バ
バ
ロ
ワ
も
ゼ
リ
ー
も
食
べ
た
。

祖
母
の
こ
と
を
私
は
た
ー
ち
ゃ
ん
と
呼
ん

で
い
た
。
言
葉
を
覚
え
た
て
の
こ
ろ
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
言
え
ず
た
ー
ち
ゃ
ん
と
呼
び
、

そ
れ
が
祖
母
の
愛
称
に
な
っ
た
。
た
ー
ち
ゃ

ん
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
て
、
私
の

こ
と
も
あ
い
ま
い
だ
っ
た
け
れ
ど
、
一
緒
に

ゼ
リ
ー
を
食
べ
た
り
、
郡
上
お
ど
り
の
唄
を

い
っ
し
ょ
に
く
ち
ず
さ
ん
だ
。
い
つ
か
み
た

い
と
思
い
な
が
ら
も
ま
だ
お
祭
り
に
行
っ
た

こ
と
が
な
い
。

い
ま
は
閉
館
し
て
し
ま
っ
た
、
名
鉄
犬
山

ホ
テ
ル
と
い
う
、
の
ん
び
り
し
た
ホ
テ
ル
に

私
た
ち
は
よ
く
泊
ま
っ
た
。
た
ー
ち
ゃ
ん
に

会
っ
た
あ
と
、
部
屋
に
帰
る
と
、
母
は
木
曽

川
を
眺
め
な
が
ら
、
ぼ
ー
っ
と
お
茶
を
飲

む
。
私
は
着
替
え
を
持
っ
て
、
大
浴
場
ま
で

の
長
い
廊
下
を
歩
い
た
。
脱
衣
場
の
蛍
光
灯

は
明
る
く
て
や
た
ら
ま
ぶ
し
か
っ
た
。
施
設

は
古
い
け
れ
ど
、
い
つ
も
清
潔
な
ホ
テ
ル

で
、
大
浴
場
は
温
泉
だ
っ
た
ら
し
い
の
だ
け

れ
ど
、
ど
う
い
う
効
能
が
あ
る
の
か
、
あ
れ

だ
け
入
っ
た
の
に
思
い
出
せ
な
い
。
ぼ
ん
や

り
し
た
湯
だ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
よ

か
っ
た
。
大
浴
場
の
床
は
湿
っ
て
い
る
こ
と

が
な
く
て
、
漂
白
さ
れ
た
タ
オ
ル
が
ピ
シ
ッ

と
積
ん
で
あ
っ
た
。
大
浴
場
の
そ
ば
に
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
屋
が
あ
り
、
い
つ
も
そ
こ
の
誘

惑
に
の
る
ま
い
、
と
思
い
な
が
ら
も
結
局
抗

え
ず
に
、
予
約
を
入
れ
て
し
ま
う
。

一
度
、
脱
衣
場
で
す
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
に
な
っ

て
い
る
と
、
作
家
の
顔
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
珍
し
い
人
が
い
て
、
朝
吹
さ
ん
で
す
か
？　

と
き
か
れ
た
。
え
、
い
ま
な
ぜ
、
と
思
っ
た

も
の
の
、
握
手
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
互

い
に
、
お
辞
儀
を
し
て
、
手
を
握
り
あ
う
。

そ
の
人
は
服
を
着
て
い
た
。
握
手
の
後
、
何

事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
女
性
は
、
す
ー
っ

と
風
呂
場
を
出
て
行
っ
た
。
道
す
が
ら
握
手

た
ー
ち
ゃ
ん

朝
吹
真
理
子

イラスト・岡林玲
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と
き
に
、
な
ん
と
な
く
顔
を
み
あ
わ
せ
る
。

大
浴
場
に
浸
か
っ
て
い
る
と
、
た
ー
ち
ゃ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
家
の
小
さ
な
お
風
呂
に
入
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
祖
母
は
乳
房
が
大
き

く
、
の
び
た
お
も
ち
の
よ
う
に
垂
れ
て
い

て
、
乳
房
を
め
く
っ
て
皮
膚
の
裏
側
を
ご
し

ご
し
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
で
洗
う
。
汗
疹
が
で

き
る
か
ら
よ
く
洗
う
の
だ
と
言
っ
て
い
た
。

そ
の
仕
草
が
面
白
く
て
笑
う
と
、
た
ー
ち
ゃ

ん
も
笑
い
上
戸
だ
っ
た
の
で
、
二
人
で
笑
っ

た
。
お
風
呂
か
ら
上
が
る
と
母
も
私
も
少
し

だ
け
元
気
に
な
っ
て
い
て
、
食
堂
で
鮎
を

齧
っ
た
。
た
ー
ち
ゃ
ん
鰻
ぺ
ろ
り
だ
っ
た

ね
、
あ
の
ひ
と
は
昔
か
ら
鰻
が
好
き
だ
か

ら
、
と
も
う
何
回
話
し
た
か
わ
か
ら
な
い
言

葉
を
母
と
言
い
合
っ
た
。
こ
の
先
鰻
を
食
べ

ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
ね
、
と
し

み
じ
み
母
は
言
っ
て
い
た
が
、
祖
母
の
強
靭

な
食
欲
は
死
の
直
前
ま
で
健
在
で
、
お
お
い

に
長
く
生
き
、
鰻
を
ほ
う
ば
り
つ
づ
け
た
。

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
そ
の
と
き
し
か

な
く
、
素
っ
裸
の
と
き
に
な
ぜ
、
と
い
ま
だ

に
お
か
し
く
な
る
。

大
浴
場
は
湯
け
む
り
が
静
か
に
流
れ
て
い

て
、
疲
れ
も
、
湯
気
に
紛
れ
て
ゆ
く
気
が
し

た
。
湯
に
浸
か
っ
て
い
る
と
、
母
が
大
浴
場

に
入
っ
て
く
る
。
母
も
私
も
大
浴
場
で
は

し
ゃ
べ
ら
な
い
。
私
は
ず
っ
と
ひ
っ
つ
い
て

い
た
い
く
ら
い
に
母
が
好
き
な
の
だ
け
れ

ど
、
お
風
呂
だ
け
は
別
々
の
時
間
だ
っ
た
。

体
を
洗
う
リ
ズ
ム
も
湯
に
浸
か
る
リ
ズ
ム
も

違
う
の
で
、
ど
ち
ら
か
が
風
呂
か
ら
あ
が
る◎日本民営鉄道協会とは？

1967 年に社団法人として設立、2012 年 4 月 1 日付で一般社団法人に
移行、72 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。

CONTENTS
Vol.
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あ
さ
ぶ
き　

ま
り
こ

作
家
。
東
京
生
ま
れ
。
２
０
０
９
年
、「
流
跡
」
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。

２
０
１
０
年
、
同
作
で
第
20
回Bunkam

ura

ド
ゥ
マ
ゴ
文
学
賞
を
受

賞
。
２
０
１
１
年
「
き
こ
と
わ
」
で
第
１
４
４
回
芥
川
賞
を
受
賞
し

た
。
２
０
１
８
年
に
小
説
『T

IM
ERESS

』
を
発
表
。
エ
ッ
セ
イ
集

に
『
抽
斗
の
な
か
の
海
』、
最
新
刊
に
『
だ
い
ち
ょ
う
こ
と
ば
め
ぐ
り
』

が
あ
る
。
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コ
ロ
ナ
に
端
を
発
し
た
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、「
移
動
」
の
価
値
が
問
い
直
さ
れ
、

鉄
道
会
社
を
取
り
巻
く
現
状
も
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。

首
都
圏
に
線
路
を
も
つ
都
市
鉄
道
は
、
通
勤
・
通
学
と
い
う
特
定
区
間
の
定
期
的
な
移
動
を
行
う
人
々
を

核
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
成
立
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
移
動
自
粛
に
よ
り
利
用
が
大
き
く
減
少
し
た
。

従
前
よ
り
、
中
長
期
的
な
視
野
に
お
い
て
、
人
口
減
少
を
は
じ
め
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
や
車
の
自
動
運
転
な
ど
、

外
因
に
よ
る
利
用
の
減
少
を
予
測
し
た
展
望
や
構
想
は
あ
っ
た
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
た
人
々
の
生
活
様
式
が
変
化
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
具
現
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
都
市
鉄
道
で
は
鉄
道
を
起
点
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、

人
を
起
点
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
。
鉄
道
の
根
幹
と
し
て
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、

Ｄ
Ｘ
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
事
業
の
効
率
化
や
働
き
方
改
革
を
進
め
、

多
様
化
し
た
人
々
の
生
活
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

今
号
で
は
構
造
変
革
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
事
業
に
取
り
組
む
都
市
鉄
道
の
現
在
を
伝
え
る
。

報道キャスター、出版社勤務を経て、執筆活動に入る。東京都事業評価委員、
日本鉄道賞選考委員、『土木施工』編集委員などの社会貢献活動や各種取材を
通じて、国土やインフラを考え、さまざまな視点から執筆活動を続ける。2020
年より（一社）計画・交通研究会 理事・広報委員長。

取材・文
作家／エッセイスト

茶木 環
Tamaki CHAKI

撮影◉織本知之

特集

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
・

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

鉄
道
輸
送
と
サ
ー
ビ
ス

― 

新
し
い
取
り
組
み
に
果
敢
に
着
手
す
る
鉄
道
事
業
者
の
「
い
ま
」 

―
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

西武鉄道株式会社

S-TRAIN・拝島ライナー（ほか一般有料特急）

［導入路線］	 S‐TRAIN：池袋線・西武秩父線・西武有楽町線、
拝島ライナー：新宿線・拝島線

［導入時期］	 S‐TRAIN：2017年 3月、拝島ライナー：2018年 3月
［運行本数］　S‐TRAIN：平日7本　拝島ライナー：平日6本
［利用料金］	 300円〜
［列車の特徴］　池袋線ではS‐TRAINとして直通運転の利便性を活か
し、平日は小手指－豊洲駅間、土休日は西武秩父－元町・中華街駅
間を運行。新宿線では拝島ライナーとして西武新宿－拝島駅間（下り
のみ）を運行し、主に特急運行路線以外の着座ニーズに応えている。

［今後の課題］　通勤型有料列車には人々の生活スタイルが多様化す
る中、特急列車とは異なるニーズに応えられるポテンシャルがある。
これまでの鉄道輸送の概念にとらわれることなく、通勤型有料列車
だからこそできる新たな価値提供の可能性を模索していきたい。

（広報部課長	内田智則、課長補佐	佐藤大介）

京成電鉄株式会社

モーニング / イブニングライナー（ほか一般有料特急）

［導入路線］	 京成本線
［導入時期］	 モーニングライナー（朝上り）：1985年10月、イブ
ニングライナー（夜下り）：1984年12月

［運行本数］	 モーニングライナー：平日４本、イブニングライナー：
平日7本

［利用料金］	 420円、モーニングライナーのみ1カ月券発売8,150円
［列車の特徴］　成田空港アクセスで活躍するスカイライナー車両を
使用。ゆったり広いシートと開放的な車内空間で、快適な着席サー
ビスをお手頃な料金で提供している。

［今後の展望］　快適な着席輸送サービスはもとより、新型コロナウ
イルス感染対策の点でも車内消毒・換気を徹底しており、3密回避
の安心・安全な列車であることを一層PRしていく。
（経営統括部	広報・CSR担当課長	清水圭介、課長補佐	伊藤	裕）

東武鉄道株式会社

TJ ライナー・TH ライナー（ほか一般有料特急）

［導入路線］	 TJライナー：東上線、THライナー：東武スカイツリー
ライン　

［導入時期］	 TJライナー：2008年6月、THライナー：2020年6月
［運行本数］　TJライナー：平日18本　THライナー：平日7本
［利用料金］	 TJライナー：370円〜、THライナー：580円〜
［列車の特徴］　当社では座席がクロスシートとロングシートに転換
可能な「マルチシート」を関東民鉄で初めて採用し、東上線にてTJ
ライナーを運行している。また、東武スカイツリーライン・東京メト
ロ日比谷線相互直通運転区間においてTHライナーを運行している。

［今後の展望］　今後もピーク時の混雑回避や新しい生活様式への対
応など多様なニーズに応えていくとともに、さまざまなシーンにおい
て着席サービスを提供できるよう、ライナーのほか有料特急を活用
し、さらなる輸送サービスの向上を図っていく。

（広報部課長	小林秀一、広報部	喜屋武盛真）

モーニングライナー・イブニングライナー TJ ライナー

S‐TRAIN

有料着席サービス列車の
現状と展望
　1984 年に京成電鉄が開始した通勤型有料着席サービス

は近年、都市鉄道各社で導入されている。混雑ピーク時間

帯でも着席が確約され、乗客同士の近接ストレスが少ない移

動は通勤時間を有効に活用でき、時間管理を重視する通勤

客に好評だったが、コロナ禍で密を避ける意味でさらにニー

ズが高まっている。

　沿線価値向上の取り組みの一つとして、各社が拡充を進

める通勤型有料着席サービス列車の現状と展望を紹介する。

【凡例】
導入路線：代表線区を記載
運行本数：平日の運行本数を記載
利用料金：大人の最低料金を記載。別途利用区間の運賃が必要

（2021 年 9 月 30 日現在）
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東急電鉄株式会社

Q SEAT
［導入路線］	 大井町線
［導入時期］	 2018年12月（７両編成の3号車を座席指定サービ
ス車両として運用開始）

［運行本数］	 平日6本
［利用料金］	 400円
［列車の特徴］　平日夜の座席指定サービスとして導入され、大井町
線から田園都市線に直通する急行列車（大井町発・長津田行き）7
両編成のうち、3号車を座席指定サービス車両にし、ロング・クロス
シート転換車両を使用して運用している。

［今後の展望］　社会環境が大きく変わる中、今後もより多くのお客
さまに快適にご乗車いただけるサービスを引き続き検討していく。

（CS・ES推進部	広報CS課	主査	杉浦竜太、奥野裕真）

京浜急行電鉄株式会社

モーニング / イブニング·ウィング号・ウィング·シート
［導入路線］	 京急本線・久里浜線
［導入時期］	 イブニング ･ウィング号：1992年 4月、モーニング･
ウィング号：2015年12月、ウィング ･シート：2019年10月

［運行本数］	 イブニング ･ウィング号：平日9本、モーニング･
ウィング号：平日3本、ウィング･シート：土休日、上下17本

［利用料金］	 300円
［列車の特徴］　平日朝、品川・都心方面にモーニング･ウィング号、
平日夕方から夜、品川－上大岡駅以南へのお勤め帰りにイブニング･
ウィング号、土休日には都心や三浦半島にウィング･シートを運行、
用途に合わせた着席指定サービスを展開している。

［今後の展望］　2021年 5月からはモーニング･ウィング3号を12
両編成化し、座席数を128席拡充した。今後もお客さまのご利用状
況を踏まえ、さらなるサービスの向上を検討していく。
（広報・マーケティング室	報道担当	課長	山本真裕、報道担当	関根拓郎）

小田急電鉄株式会社

モーニング / ホームウェイ号（ほか一般有料特急）

［導入路線］	 小田急小田原線・小田急江ノ島線
［導入時期］	 1967年 6月（定期券での特急列車乗車開始時期）
［運行本数］	 平日102本
［利用料金］	 420円（新宿－町田）
［列車の特徴］　特急ロマンスカーの車種は複数あるが、通勤時間帯
には座席数の多いEXE・MSEを中心に運行しており、東京メトロ千
代田線とも直通運転を行っている。また、多くの方にご利用いただ
きやすいよう幅広く停車駅を設定している。

［今後の展望］　座席指定、フリーWi‐Fi を利用しながら移動できる
特急ロマンスカーには、高いニーズがあると考えている。引き続き、
通勤時間帯には、一般列車とのバランスを取りながら、多くのお客
さまに快適な輸送を提供していきたい。

（CSR・広報部課長	藤田雄介、課長代理	池田侑樹）

京王電鉄株式会社

京王ライナー
［導入路線］	 京王線・京王相模原線
［導入時期］	 2018年 2月
［運行本数］	 平日24本
［利用料金］	 410円
［列車の特徴］　朝間・夕夜間の新宿と多摩エリアの快適な移動ニー
ズに応え、暖色照明を採用するほか、空気清浄機や無料公衆無線
LAN、電源コンセントなどの各種設備を搭載している。新宿－府中
間最短17分と速達性も兼ね備えた列車となっている。

［今後の展望］　行楽シーズンに合わせ、臨時座席指定列車を運行す
るほか、2022年度にはリクライニング機能を搭載した車両を1編
成導入する予定。今後もお客さまの快適・スピーディーな移動ニー
ズにかなう取り組みを推進していく。
（広報部	広報担当課長	加藤潔英、広報担当課長補佐	武田阿沙美）

京王ライナー

特急ロマンスカー・モーニングウェイ号モーニング・ウィング 3号

Q	SEAT
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

＊南海電気鉄道では泉北高速鉄道と相互直通運転を行っており、両社でなんばー和泉中央間で全車座席指定の「泉北ライナー」を運行している。

南海電気鉄道株式会社＊

特急サザン
［導入路線］	 南海本線・和歌山港線
［導入時期］	 1985年11月
［運行本数］	 なんば ‐和歌山市間：平日62本、なんば ‐和歌山港間：平日6本
［利用料金］	 520円
［列車の特徴］　自由席車両4両、指定席車両4両の計8両で運転し
ている。指定席車両は1985年から導入した10000系車両20両、
2011年に導入した12000系車両8両の総勢28両となっている。
和歌山港駅では、徳島港行きの南海フェリーと連絡している。

［今後の展望］　通勤でご利用のお客さまにさらにご利用いただく
ための仕掛けづくり（例：南海チケットレスサービスを活用した企
画等）はもちろんのこと、普段当社線をご利用されないお客さまに
「乗りたい !」と思ってもらえる仕掛けづくり（例：HYDEサザンの
運行等）に取り組んでいる。

（社長室	総務広報部	課長	三好将史、主任	吉岡頌平）

京阪電気鉄道株式会社

ライナー・プレミアムカー
［導入路線］	 京阪本線・鴨東線　　
［導入時期］	 2017年 8月
［運行本数］	 ライナー：平日９本、プレミアムカー：平日180本
（ライナーに連結された分を含む）
［利用料金］	 ライナー：	300円〜、	プレミアムカー：	400円〜
［列車の特徴］　平日の朝・夕ラッシュ時のみ運行するライナーは全車
両座席指定。大きな側面窓と2人掛けクロスシートが特徴となってい
る。プレミアムカーは特急やライナーなどに1両のみ連結された座席
指定の特別車両で、2＋1の3列のゆったりとした座席配置が特徴。

［今後の展望］　2021年1月、プレミアムカーを3000系車両（全
6編成）に新たに連結したほか、9月のダイヤ変更によりライナー列
車も6本から9本に増発。座席指定サービスを拡充し、より便利に、
安心して京都・大阪間の移動を楽しんでいただくことを目指している。

（広報部課長	石川真吾、広報部	川原田留可）

近畿日本鉄道株式会社

特急
［導入路線］	 奈良線・大阪線・名古屋線・京都線ほか
［導入時期］	 1947年10月
［運行本数］	 平日366本	
［利用料金］	 520円〜
［車両の特徴］　約450両ある特急車両のうち、連結運転を行う汎
用特急車で、当社特急の中で最多両数（86両）を誇る22000系
ACEは、特急車両の標準型として省エネルギー、省メンテナンス等
を考慮して製造。2015年からは、サービス向上のため全面的にリ
ニューアルを行い、外観カラーリングやシートなどを変更した。

［今後の展望］　全席指定の特急で主要路線をネットワークしており、
都市間輸送・観光輸送とともに、大都市圏の通勤・通学、ビジネスや
日常のお出かけにもご利用いただいている。引き続き、快適性、速達
性など、お客さまのニーズに応えるサービスを提供していく。

（広報部課長	高橋豊廣）

名古屋鉄道

特別車（ミュースカイ・快速特急・特急ほか）
［導入路線］	 名古屋本線・常滑線・空港線・犬山線ほか
［導入時期］	 1961年 7月
［運行本数］	 ミュースカイ（全車特別車）：平日65本（※）、快速特
急・特急（一部特別車）：平日247本、急行（一部特別車）：平日2本
※現在は一部運休を実施中。

［利用料金］	 360円
［列車の特徴］　特別車の座席は折り畳みテーブル付きで、リクラ
イニング機構と連動する「座面チルト機構」により乗り心地向上を
図っているほか、洋式トイレ・洗面台や大型荷物置場などを設け、
快適な車内環境を提供している。

［今後の展望］　特別車両券をWeb上で購入できる「名鉄ネット予
約サービス」の利便性を向上させるなど、きめ細やかなサービスを
提供できるよう努めていく。

（広報部	広報担当課長	森下	喬、サブチーフ	野田あゆ子）

22000系 ACEライナー

特急サザン 1200系
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テ
レ
ワ
ー
ク
浸
透
で
乗
客
が
減
少

コ
ロ
ナ
禍
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
貌
し
た
が
、
中
で
も

大
き
く
変
化
し
た
の
は
通
勤
に
対
す
る
概
念

で
あ
る
。
企
業
側
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
に

よ
っ
て
在
宅
勤
務
が
増
え
、
通
勤
費
支
給
も

変
化
し
た
こ
と
で
、
輸
送
人
員
の
減
少
、
特

に
定
期
収
入
の
シ
ェ
ア
が
大
き
い
都
市
鉄
道

事
業
者
に
と
っ
て
は
深
刻
な
事
態
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
各
社
で
は
定
期
券
利
用
の
継
続
を

図
る
企
業
努
力
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
東
急
電
鉄
の
新
た
な
定
期
券
連
携
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
組
み
を
見
て
い
き
た
い
。

東
急
電
鉄
の
路
線
は
、
沿
線
あ
る
い
は
他

社
と
の
相
互
直
通
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
都
心

部
と
、
多
摩
田
園
都
市
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
沿
線
の
住
宅
地
を
結
ぶ
こ
と
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
都
心
部
で
働

き
、
沿
線
住
宅
地
で
快
適
に
暮
ら
す
と
い
う

職
住
分
離
が
現
在
よ
り
明
確
で
あ
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
は
、
混
雑
緩
和
が
重
要
課
題
の

一
つ
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
を
比
較
す
る
と
、
東
急

電
鉄
の
定
期
券
利
用
は
約
30
％
、
定
期
外
は

約
25
％
減
少
し
て
い
る
。
鉄
道
事
業
本
部
運

輸
計
画
部
沿
線
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
梶
谷

俊
夫
課
長
は
「
要
因
と
し
て
は
、
当
社
の
定

期
券
利
用
者
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
移
行
し
や

す
い
規
模
や
業
種
に
勤
め
る
人
が
多
い
た
め

で
は
な
い
か
」
と
分
析
す
る
。
ま
た
、「
東

急
線
ア
プ
リ
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
在
宅
勤
務
の
実
施
頻
度
が

大
き
く
変
化
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
後
も
テ

レ
ワ
ー
ク
は
あ
る
程
度
、
定
着
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
見
方
も
あ
る
」
と
語
る
。

　Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
が
基
盤
の
実
証
実
験
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
俊
敏
に
捉

え
、
定
期
券
利
用
の
回
復
施
策
と
し
て
、
定

期
券
保
有
者
に
対
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
２
０
２
１
年
１
月
13
日
～
４
月
28
日

に
は
、
東
急
主
体
で
実
証
実
験
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
」
が
行
わ
れ
た
。
田
園
都
市
線
在
住
の
30

～
50
代
の
都
心
通
勤
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

東
急
グ
ル
ー
プ
の
交
通
や
施
設
を
活
用
し
て

新
し
い
移
動
や
就
労
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

た
。具

体
的
に
は
、「
鉄
道
以
外
の
快
適
な
移

動
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
①
多
摩
田
園
都
市

地
区
と
東
京
都
心
を
結
ぶ
通
勤
高
速
バ
ス
、

②
港
区
・
中
央
区
・
渋
谷
区
の
勤
務
地
と
横

浜
市
青
葉
区
自
宅
を
結
ぶ
乗
合
ハ
イ
ヤ
ー
が

設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、「
多
様
で
快
適
な
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
」
と
し
て
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
の
設
置
や
、
自
宅
や
最
寄
り
駅
付
近
の
カ

フ
ェ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
で
も
テ

レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
就
労
環
境
を
提
供
、
さ

鉄道事業本部 運輸計画部
沿線マーケティング課 課長

梶谷俊夫
Toshio KAJITANI

特
集
：
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
鉄
道
輸
送
と
サ
ー
ビ
ス

［
新
し
い
取
り
組
み
に
果
敢
に
着
手
す
る
鉄
道
事
業
者
の
「
い
ま
」］

R
E

PO
R

T
.I

コ
ロ
ナ
禍
で
の
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
な
ど
に
よ
っ
て
、

都
心
部
で
働
き
、
住
宅
地
で
暮
ら
す
と
い
う
職
住
分
離
型
の
行
動
様
式
が
変
化
し
、

通
勤
・
通
学
利
用
の
比
率
が
高
い
都
市
鉄
道
全
般
を
取
り
巻
く
環
境
に
は

大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

民
鉄
の
中
で
も
通
勤
・
通
学
の
利
用
者
が
多
い
田
園
都
市
線
や
東
横
線
を
も
つ

東
急
電
鉄
は
、
定
期
券
利
用
者
に
対
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
開
始
し
た
。

移
動
の
み
の
定
期
券
利
用
に
付
加
価
値
を
与
え
、
徹
底
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
基
に

利
用
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
定
期
券
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を

創
造
、
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

東
急
電
鉄
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

ら
に
「
お
出
か
け
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る

サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
①
東
急
線
ワ
ン
デ
ー

パ
ス
や
東
急
バ
ス
１
日
乗
車
券
な
ど
の
１
０

０
円
チ
ケ
ッ
ト
、
②
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
と
飲
食

を
組
み
合
わ
せ
た
ご
ほ
う
び
セ
ッ
ト
チ
ケ
ッ

ト
、
③
グ
ル
ー
プ
会
社
が
経
営
す
る
施
設
で

使
用
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ー
ポ
ン
の
発
行

―
―
な
ど
を
展
開
し
た
。

「
美
し
い
生
活
環
境
を
創
造
し
、
調
和
あ

る
社
会
と
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
追
求
す

る
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
理
念
を
持
つ
東
急
が

手
掛
け
た
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
は
、
就
労
形
態
の
変

化
に
伴
う
移
動
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
ワ
ー
ク

を
含
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
個
別
化
に
対
応

し
て
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
生
活
サ
ー
ビ
ス
を

シ
ー
ム
レ
ス
に
提
供
す
る
実
証
実
験
と
な
っ

た
。
東
急
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
、
日
本
初

の
観
光
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
「
Ｉ
ｚ
ｕ
ｋ
ｏ
」
を
は

じ
め
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、 

そ
う
し
た
実
績
も
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
サ
ー

ビ
ス
構
築
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

「
通
勤
高
速
バ
ス
や
乗
合
ハ
イ
ヤ
ー
は
浸

透
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
利
用
率
が
高
い

と
は
言
え
な
い
が
、
利
用
者
の
満
足
度
が
高

く
、
運
行
時
間
帯
や
乗
降
エ
リ
ア
な
ど
に
つ

い
て
も
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
検
討
材
料
を

多
く
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
は
リ
ピ
ー
ト
率
が
高
く
、
郊
外
に
お

け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
全
体
的
に
、
机
上
だ
け
で
は
把
握

で
き
な
い
、
お
客
さ
ま
の
実
質
的
な
ニ
ー
ズ

を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
梶
谷
課
長
は

そ
の
成
果
を
語
る
。

移
動
上
の
サ
ー
ビ
ス
「
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
」

２
０
２
１
年
５
月
12
日
か
ら
は
、
東
急
電

鉄
が
主
導
し
て
新
た
な
実
証
実
験
「
Ｔ
ｕ
ｙ

Ｔ
ｕ
ｙ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
乗

車
券
の
配
布
や
テ
レ
ワ
ー
ク
ニ
ー
ズ
を
取
り

込
む
な
ど
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
実
績
を
一
部
、

継
承
し
な
が
ら
も
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
新
た
に

構
築
、
サ
ー
ビ
ス
展
開
エ
リ
ア
を
東
急
線
沿

線
に
拡
大
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若
年
化
し
て

定
期
券
ユ
ー
ザ
ー
の
約
４
割
を
占
め
る
20
～

30
代
と
し
て
い
る
。
ま
た
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
概
念
で
鉄
道
以
外
の
移
動
や
就
労

を
基
軸
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ

ｕ
ｙ
は
鉄
道
移
動
の
中
に
お
い
て
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
型
で
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
利
用
料
金
は
、
５
月
12
日
～
７
月
31
日

は
無
料
、
８
月
1
日
～
10
月
30
日
は
月
額
５

０
０
円
（
税
込
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
20
～
30
代
の
人
々
は
デ
ジ
タ
ル
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、
各

種
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
使
い
こ
な

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
各
人
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
も
の
を
選
ん
で
使
え
る
も
の
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
こ
の

世
代
は
気
候
変
動
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
も

渋谷駅渋谷ヒカリエ1改札

鉄道事業本部 運輸計画部
沿線マーケティング課

中村文香
Fumika NAKAMURA
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高
い
の
で
、
環
境
配
慮
型
の
〝
コ
ト
消
費
メ

ニ
ュ
ー
”
を
そ
ろ
え
る
よ
う
に
し
た
」
と
鉄

道
事
業
本
部
運
輸
計
画
部
沿
線
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
課
の
中
村
文
香
さ
ん
は
語
る
。

日
常
生
活
に
特
化
し
た
メ
ニ
ュ
ー

Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
く

知
ら
れ
た
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
ま

で
９
月
末
時
点
で
13
社
が
参
画
し
、
日
常
生

活
を
「
少
し
便
利
に
楽
し
く
す
る
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
て
い
る
。
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
に
加
入

し
、
毎
月
定
額
の
料
金
を
支
払
う
こ
と
で
、

各
サ
ー
ビ
ス
の
割
引
や
特
典
が
付
与
さ
れ
る
。

主
な
も
の
で
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
充
電
で
き
る
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
レ
ン

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
「
充
レ
ン
」
が
あ
る
。
東

急
線
沿
線
の
駅
の
半
数
以
上
で
ス
タ
ン
ド
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
全
国
に
は
約
２
３
０
０

の
ス
タ
ン
ド
が
稼
働
し
て
い
る
。
移
動
途
中

の
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
を
心
配
す
る
こ
と
な

く
、
安
心
し
て
活
動
で
き
る
。
ま
た
、「
ア

イ
カ
サ
」
は
傘
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
、

全
国
約
８
５
０
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
傘
を

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
忘
れ
物
傘
の
廃
棄
量

の
減
少
を
目
指
し
て
い
る
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
そ
の
ほ

か
小
型
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
利
用
で
き

る
「
Ｌ
Ｕ
Ｕ
Ｐ
」
が
あ
る
。
首
都
圏
に
約
３

０
０
ポ
ー
ト
設
置
さ
れ
て
お
り
、
近
距
離
移

動
を
自
転
車
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
街

中
で
の
放
置
自
転
車
を
削
減
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

や
違
法
駐
車
を
抑
止
す
る
効
果
が
あ
る
。

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

「
パ
ン
ス
ク
」（
※
参
画
休
止
中
）
は
全
国
の

い
ず
れ
か
の
パ
ン
専
門
店
か
ら
パ
ン
が
宅
配

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、「
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
」
は
店
が
つ
く
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
食
品

を
登
録
し
た
ユ
ー
ザ
ー
が
消
費
す
る
仕
組
み

だ
。
東
急
沿
線
の
鮮
魚
店
「
ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｎ
ａ 

ｂ
ａ
ｃ
ｃ
ａ
」
で
は
、
容
器
を
持
っ
て
買
い

物
に
行
く
と
割
引
に
な
り
、
脱
炭
素
の
取
り

組
み
に
も
つ
な
が
る
。

健
康
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
い
う
視
点
で
は
、

毎
月
決
ま
っ
た
分
の
花
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
花
の
定
額
制
サ
ー
ビ
ス
「
ハ
ナ
ノ

ヒ
」
が
あ
る
。
ま
た
、
東
急
グ
ル
ー
プ
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
「
ア
ト
リ
オ
ド
ゥ
ー

エ
」
も
特
別
料
金
で
利
用
で
き
る
。

便
利
で
生
活
を
少
し
楽
し
く
豊
か
に
し
て

く
れ
て
、「
つ
い
つ
い
利
用
し
て
し
ま
う
」
各

種
の
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
、
定
期
券
利
用

者
は
各
人
の
生
活
に
合
わ
せ
て
、
選
択
し
て

利
用
す
る
こ
と
で
、
独
自
の
新
た
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
て
い
け
る
の
で
あ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
重
視
で
メ
ニ
ュ
ー
構
成

　
今
回
の
取
り
組
み
の
大
き
な
特
徴
は
、
前

例
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
徹
底
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
結
果
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
約
１
３
０

０
人
回
答
）
を
実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄

せ
ら
れ
た
声
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
ぐ
ら
い

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
意
識
で
取
り
組
ん
で
い

る
」（
中
村
さ
ん
）

「
想
定
外
の
も
の
が
リ
ピ
ー
ト
率
が
高
く
、

上／ TuyTuy は定期券利用に付与して生活サービスを提供す
る　左／傘をレンタルできる ｢アイカサ｣　下／何度でも使え
る ｢充レン｣。災害時には無償貸し出しも実施される

ウィズコロナに即した鉄道の新しい社会的価値が求められている

■「DENTO」と「TuyTuy」の違い
DENTO TuyTuy

主体

目的

分類

ポイント

ターゲット

展開エリア

支払い方法

東急 東急電鉄

定期券付加価値向上 定期券付加価値向上

MaaS 移動手段を含めたサービスプラットホーム

新しい働き方の提案 環境配慮型サブスプリクション

30～ 50代 20 ～ 30代

主に多摩田園都市地区 東急線沿線

サービス利用時に都度購入 月額定額の先支払い

サービス

移動サービスと生活サービスをシームレスに提供
①快適な都心通勤を実現する移動サービス
②自宅周辺で快適にテレワークできる
　就労環境の提供
③移動目的および体験価値の向上

シェアリングを中心とした環境配慮型のサービス
①サーキュラーエコノミー（循環型経済）
　実現への取り組み
②時間価値の向上
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
が
掘
り
起

こ
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
今
後
も
お
客
さ
ま

の
声
を
聞
き
、
反
映
し
な
が
ら
柔
軟
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」（
梶
谷
課
長
）

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
リ
ピ
ー
ト
率

が
高
か
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
取
り

込
み
、
都
心
部
や
駅
近
の
テ
レ
ワ
ー
ク
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
も
進
め
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
武
蔵
小
杉
駅
と
長
津
田
駅
の
旧
定

期
券
う
り
ば
や
、
宮
崎
台
駅
に
近
接
す
る

「
電
車
と
バ
ス
の
博
物
館
」
の
コ
ロ
ナ
禍
で

長
期
休
業
し
て
い
た
Ｂ
棟
な
ど
の
遊
休
資
産

を
活
用
し
、
新
た
な
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
設

置
し
た
。
特
に
電
車
と
バ
ス
の
博
物
館
に
開

設
さ
れ
た
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
」
は
、
目
黒
蒲
田
電
鉄
時
代
の
車
両
や
飛

行
機
Ｙ
Ｓ-

11
の
中
で
仕
事
が
で
き
る
ほ
か
、

人
工
芝
が
広
が
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
タ
イ
ル
の

エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
は
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
で
提
供
し
て
い
る

カ
フ
ェ
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
時
間
単
位
で

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｕ
ｕ
ｐ
」
と
も

連
携
し
て
お
り
、
毎
月
決
ま
っ
た
回
数
の
利

用
料
金
が
割
引
さ
れ
る
。

魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
移
動
の
原
動
力

Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
開
始
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
利
用
者
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
20

～
30
代
以
外
に
も
70
代
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
に
比
較
的
均
等
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の
施
策
よ
り
も
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
が
格
段
に
高
く
、
定
期

券
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
も
顕
著
と
な
っ
た
。

「
も
と
も
と
鉄
道
は
定
時
運
行
や
特
急
運

行
な
ど
で
多
く
の
人
々
に
時
間
短
縮
と
い
う

点
で
貢
献
し
て
き
た
が
、
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
で

の
日
常
生
活
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
さ

ら
な
る
お
客
さ
ま
の
時
間
価
値
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
梶
谷
課
長
は
語
る
。

東
急
グ
ル
ー
プ
は
創
業
よ
り
鉄
道
サ
ー
ビ

ス
と
と
も
に
沿
線
で
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
お
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
重
要
テ
ー
マ※

に
向
き
合
い
事
業
を
展
開
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
と
の
協
業
に
よ
っ
て
業
界
の
枠
を
超
え
た

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｔ
ｕ

ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
も
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の
集
合
体
に
見
え
る
が
、

沿
線
の
鉄
道
利
用
者
の
生
活
に
着
目
し
て
、

鉄
道
移
動
を
含
め
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
と
も
に
、
脱
炭
素
な
ど
社
会
的
な
課
題
解

決
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
利
用
者
は
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
こ
う
し
た
課
題
解
決

に
参
画
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

非
常
に
興
味
深
い
の
は
、
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
、
利
用
者
が

定
期
券
の
範
囲
を
越
え
て
、
つ
ま
り
追
加
運

賃
を
支
払
っ
て
出
か
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
通
勤
や
休
日
の
遠
距
離
移
動
の
ほ
か

に
、
日
常
的
に
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ

ば
近
距
離
移
動
が
生
ま
れ
る
。
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ

ｙ
は
期
間
限
定
の
実
証
実
験
で
は
あ
る
が
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
社
会
で
人
々
の
行
動
や

需
要
を
認
知
す
る
ほ
か
、
新
た
な
移
動
を
創

出
す
る
契
機
と
な
る
だ
ろ
う
。

※サステナブルな経営を推進するにあたり、社会および事業の視点から、重要と考えるテーマ

上／小型電動アシスト自転車を利用できる「LUUP」
左／芝生が広がるアウトドアスタイルのワークエリア

左／「DENBUS ワークスペース」エントランス　上／ Wi-Fi も使える 510 形の車内
で仕事ができる　右／コックピットの真後ろ、限定 1 席の YS-11エリア
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車
上
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
得

Ｄ
Ｘ
推
進
策
の
一
環
と
し
て
、
東
武
鉄

道
が
導
入
し
た
の
が
車
上
デ
ー
タ
有
効
活

用
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
」（Rem

ote 
m

onitoringoftraintouse effectively

）

で
あ
る
。
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
は
走
行
中
の
列
車

が
得
た
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
上
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
送
信
す
る
も
の
で
、
そ
の
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
、
分
析
な
ど
を
行
っ
て
、
円
滑
な
運

行
や
サ
ー
ビ
ス
に
有
効
活
用
す
る
。
２
０
１

６
年
よ
り
東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
で

先
行
導
入
し
、
２
０
２
０
年
に
東
京
メ
ト
ロ

日
比
谷
線
直
通
車
両
７
０
０
０
０
系
の
一

部
、
今
年
度
か
ら
７
０
０
０
０
系
全
車
両
に

拡
大
を
進
め
本
格
運
用
を
開
始
す
る
。

Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
導
入
に
つ
い
て
、
鉄
道
事

業
本
部
技
術
統
括
部
車
両
部
の
今
村
憲
司
車

両
企
画
課
長
は
「
１
９
９
７
年
か
ら
新
型
車

両
に
は
車
両
情
報
制
御
装
置
を
搭
載
し
、
そ

の
デ
ー
タ
を
機
器
の
故
障
調
査
に
使
用
し
て

い
た
が
、
そ
の
都
度
車
両
か
ら
記
録
媒
体
を

引
き
抜
き
、デ
ー
タ
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
２
０
１
６
年
か
ら
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
革

新
に
よ
り
、
走
行
中
の
車
両
か
ら
の
取
得
が

可
能
に
な
り
、
従
来
の
デ
ー
タ
分
析
が
飛
躍

的
に
容
易
に
な
る
と
と
も
に
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
デ
ー
タ
の
活
用
も
実
現
し
た
」
と
語
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
か
ら
は
例
え
ば
、

走
行
中
の
車
両
の
位
置
情
報
や
車
両
の
状
態

（
車
内
温
度
・
運
転
速
度
・
消
費
電
力
・
機

器
の
状
態
等
）
が
分
か
る
。
ま
た
従
来
は
運

転
士
が
運
転
席
の
画
面
上
で
異
常
を
発
見
し

た
場
合
、
指
令
所
に
無
線
で
報
告
し
、
指
令

所
か
ら
検
車
区
や
車
両
部
に
連
絡
す
る
と
い

う
段
階
を
経
た
が
、
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
は
約
15

秒
周
期
で
デ
ー
タ
を
送
信
し
、
本
社
や
車
両

基
地
、
指
令
所
な
ど
各
所
で
異
常
が
出
た
時

間
や
場
所
な
ど
、
詳
細
な
情
報
を
瞬
時
に
共

有
で
き
、
故
障
発
生
時
に
は
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
る
。

　乗
車
率
を
測
定
し
、
ダ
イ
ヤ
の
最
適
化
へ

デ
ー
タ
の
活
用
は
先
述
の
通
り
、
従
来
は

車
両
の
故
障
調
査
の
み
に
行
わ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
車
両
か
ら
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
送
信
さ
れ
る
膨
大
な
デ
ー
タ

を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
蓄
積
し
、
格
段
に
幅
広
い

分
野
で
活
用
で
き
る
。

「
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
各
部
門

か
ら
現
状
の
課
題
を
出
し
て
も
ら
い
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
し
て
、
デ
ー
タ
活

用
に
よ
り
横
断
的
に
問
題
解
決
が
図
れ
る
こ

と
と
は
何
か
を
考
え
た
。
デ
ー
タ
あ
り
き
で

は
な
く
、
ど
う
活
用
す
る
か
が
重
要
」
と
今

村
課
長
は
語
る
。

蓄
積
デ
ー
タ
の
活
用
例
を
い
く
つ
か
紹
介

す
る
と
、
ま
ず
は
乗
車
率
分
析
が
あ
る
。
従

来
は
、
乗
車
率
は
駅
で
の
目
視
に
よ
る
カ

※ＣＢＭ：Condition Based Maintenance

鉄道事業本部 技術統括部 車両部
車両企画課長

今村憲司
Kenji IMAMURA

特
集
：
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
鉄
道
輸
送
と
サ
ー
ビ
ス

［
新
し
い
取
り
組
み
に
果
敢
に
着
手
す
る
鉄
道
事
業
者
の
「
い
ま
」］

鉄
道
分
野
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

業
務
を
変
革
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

東
武
鉄
道
で
は
、技
術
部
門
に
お
い
て
車
上
デ
ー
タ
有
効
活
用
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
」
を

導
入
し
、
各
デ
ー
タ
を
ダ
イ
ヤ
の
最
適
化
や
省
エ
ネ
運
転
の
推
進
、

状
態
基
準
保
全
（
Ｃ
Ｂ
Ｍ※

）
な
ど
へ
の
活
用
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
企
画
部
門
に
お
い
て
、
収
益
化
・
効
率
化
に
向
け
、

保
有
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
強
化
や
、「
Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
」
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
た
乗
車
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ト
ブ
ポ
マ
イ
ル
」
の

導
入
な
ど
を
進
め
、
部
門
横
断
的
な
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
連
携
し
な
が
ら
収
益
化
・
効
率
化
を
図
る
同
社
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
。

R
E

PO
R

T
.II

東
武
鉄
道
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ウ
ン
ト
や
改
札
機
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
た

が
、東
武
鉄
道
に
は
乗
り
入
れ
路
線
が
多
く
、

詳
細
な
調
査
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

車
両
と
台
車
の
間
に
あ
る
空
気
ば
ね
に
か
か

る
圧
力
の
数
値
か
ら
乗
車
人
数
を
割
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
曜
日
や
時
間
帯
ご
と
の
乗

車
率
を
号
車
ご
と
に
測
定
で
き
、
高
精
度
か

つ
網
羅
的
に
デ
ー
タ
が
取
得
で
き
る
。

現
在
、
構
築
中
の
「
可
視
化
ツ
ー
ル
」
で

は
、
各
駅
、
各
区
間
、
各
時
間
で
の
乗
車
率

を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
、
ど
の
時
間
の
ど

の
列
車
の
ど
の
車
両
を
乗
客
が
選
択
す
る
か

「
見
え
る
化
」
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
混
雑
の
平
準
化
な
ど
を
目
的
と

し
て
最
適
な
ダ
イ
ヤ
を
組
む
こ
と
が
で
き
、

ダ
イ
ヤ
改
正
後
も
乗
客
の
動
向
の
変
化
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
以
前

と
現
在
の
比
較
・
検
証
も
行
わ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
乗
車
率
は
減
少
し
た
も
の

の
、
混
雑
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
は
同
じ
で
、
乗

車
の
傾
向
に
変
化
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
そ
う
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
減
便
し
た

場
合
の
乗
車
率
を
試
算
す
る
こ
と
で
ダ
イ
ヤ

の
最
適
化
が
実
現
で
き
、
混
雑
ピ
ー
ク
時
に

必
要
な
車
両
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
コ
ス

ト
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
東
武
鉄
道
で
は
、
非
常
時
の
誘
導

を
行
う
添
乗
員
だ
け
が
乗
車
し
、
運
転
士
は

乗
車
し
な
い
自
動
運
転
の
検
証
を
進
め
て
い

る
。
自
動
運
転
の
課
題
の
一
つ
は
、
異
常
を

検
知
し
て
非
常
停
止
し
た
後
の
線
路
上
の
安

全
確
保
で
、
従
来
は
運
転
士
に
よ
る
目
視
で

確
認
し
運
転
再
開
す
る
が
、
自
動
運
転
で
は

Ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
に
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
を
組
み

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
線
路
上
や
車
両
周
辺

の
異
常
や
障
害
物
を
検
知
し
、
遠
隔
で
確
認

し
運
転
再
開
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

「
今
後
も
ダ
イ
ヤ
改
正
後
に
、
乗
車
率
が

ど
う
変
化
す
る
か
、
施
策
が
有
効
だ
っ
た
か

な
ど
デ
ー
タ
で
確
認
し
、
変
化
の
兆
し
を
つ

か
む
こ
と
が
大
切
。
鉄
道
輸
送
は
今
後
も
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
旅
客
数
に
は
戻
ら
な
い
と
見

ら
れ
て
い
る
。
以
前
か
ら
省
力
化
、
効
率
化

を
行
っ
て
い
た
が
、
た
だ
列
車
を
減
ら
す
だ

け
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
新

技
術
活
用
に
よ
り
、
効
率
化
と
需
要
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
両

立
を
実
現
し
て
い
く
」
と
今
村
課
長
は
語
る
。

故
障
対
応
の
迅
速
化
や
省
エ
ネ
化

車
上
デ
ー
タ
有
効
活
用
の
元
来
の
目
的
は

故
障
の
予
防
で
あ
る
。
状
態
基
準
保
全
（
Ｃ

Ｂ
Ｍ
）
と
し
て
、
故
障
す
る
前
に
劣
化
を
予

測
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
、
ま
た
部
品

の
寿
命
も
予
測
で
き
る
の
で
省
コ
ス
ト
に
つ

な
が
る
。
加
え
て
、
走
行
中
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
車
両
の
状
態
を
把
握
で
き
る
た
め
、
車

両
を
留
め
置
き
せ
ず
と
も
検
査
を
行
う
（
検

車上データ有効活用システム「Remote」を導入した 70000 系車両

経営企画本部 課長

金子 悟
Satoru KANEKO
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査
の
リ
モ
ー
ト
化
）
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

今
村
課
長
は
「
こ
れ
ま
で
大
前
提
だ
っ
た

現
地
に
行
っ
て
現
物
を
見
て
の
検
査
が
、
一

部
は
遠
隔
で
で
き
る
。
当
社
は
路
線
が
長
い

の
で
、
各
地
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
拠
点
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
を
集
約
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
く
る
」
と
説
明
す
る
。

ま
た
、
省
エ
ネ
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
例

え
ば
車
内
温
度
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
り
、

車
両
の
ド
ア
開
閉
に
よ
る
車
内
温
度
変
化
を

分
析
し
、
空
調
装
置
の
稼
働
率
を
調
整
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
運
転
操
作
に

よ
っ
て
消
費
電
力
量
に
大
き
な
差
が
生
じ
る

が
、
車
上
デ
ー
タ
か
ら
使
用
電
力
量
の
少
な

い
運
転
士
の
操
作
な
ど
を
抽
出
し
、
そ
れ
を

模
範
事
例
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。

「
こ
う
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

漠
然
と
分
か
っ
て
い
た
事
柄
が
、
定
量
的
に

示
さ
れ
る
と
、
よ
り
納
得
感
を
持
っ
て
行
動

で
き
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
デ
ー
タ
を

『
見
え
る
化
』
す
る
こ
と
は
有
効
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
視
点
で
省
エ
ネ
化
な
ど
の
施
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
今
村
課
長
は
語
る
。

事
業
環
境
の
変
化
に
対
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進

鉄
道
業
界
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
Ｄ
Ｘ
推

進
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
東

武
鉄
道
で
全
社
的
な
Ｄ
Ｘ
推
進
を
担
当
す
る

の
は
経
営
企
画
本
部
と
な
る
。

そ
の
一
環
で
あ
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
10
月
28

日
に
日
光
エ
リ
ア
で
ス
タ
ー
ト
す
る
「
Ｎ
Ｉ

Ｋ
Ｋ
Ｏ 

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
は
国
内
初
の
環
境
配

慮
型
観
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
だ
。

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
以
外
に
も
、
収
益
化
・
効
率
化

の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

具
現
化
し
て
い
る
。
中
で
も
グ
ル
ー
プ
全
体

で
蓄
積
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
経

営
に
活
か
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、

そ
の
基
盤
と
な
る
の
が
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ　

Ｐ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
」（
通
称
ト
ブ
ポ
）
と
、
そ
の
中
の

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
乗
車
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
「
ト
ブ
ポ
マ
イ
ル
」
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
な
顧
客
接
点
と
な
る

「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ　

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
ア
プ
リ
」

東
武
鉄
道
で
は
２
０
０
４
年
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
東
武
カ
ー
ド
）
利
用
に
よ

る
東
武
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
た
が
、
２
０
２
０
年
11
月
よ
り
新

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
始
さ
れ
た
の

が
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ　

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
Ｔ
ア
プ
リ
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
東
武

カ
ー
ド
保
有
者
以
外
も
利
用
が
可
能
だ
。
自

動
販
売
機
等
で
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
決
済
し
た
際
も

ポ
イ
ン
ト
の
対
象
に
な
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
し
、現
在
約
12
万
人
が
登
録
し
て
い
る
。

鉄
道
乗
車
で
た
ま
る
ト
ブ
ポ
マ
イ
ル

そ
う
し
た
中
、
ト
ブ
ポ
会
員
向
け
に
今
年

10
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
施
策
が
新
サ
ー

ビ
ス
「
ト
ブ
ポ
マ
イ
ル
」
で
あ
る
。

経
営
企
画
本
部
の
金
子
悟
課
長
は
、「
ト
ブ

乗車率データ
・ダイヤの最適化に活用

走行パターン（運転速度・消費電力）・車内温度
・省エネ運転の推進に活用

車両機器の状態データ
・状態基準保全（CBM) に活用
・点検作業の一部遠隔化に活用
⇒安全性の向上・保守作業の効率化
・乗務員と指令員、検修作業員間の情報共有の迅速化・正確化に活用
⇒車両故障発生時の支障時間の短縮

■車上データ有効活用システム「Remote」

データセンター
（クラウド等）

本社

車両基地

指令所

遠隔自動取得

高速無線

活用例

上／運転台のメーター画面　下／運転
情報が表示されたモニター画面70000 系運転台。車上データが表示される 蓄積された車上データは幅広い分野で活用される
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ポ
マ
イ
ル
は
、
ト
ブ
ポ
開
始
前
か
ら
構
想
し

て
い
た
。
当
社
の
収
益
構
造
は
鉄
道
の
構
成

比
率
が
大
き
い
の
で
、
沿
線
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
く
上
で
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
加
入
の

入
り
口
と
し
て
鉄
道
乗
車
で
ポ
イ
ン
ト
が
つ

く
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
考
え
た
。
民
鉄
各
社

が
流
通
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
も
含
め
た
グ
ル
ー

プ
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
鉄
道
に
1
回
乗
車
す
る
だ
け
で
ポ

イ
ン
ト
（
マ
イ
ル
）
が
た
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
で

も
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
入
れ
た
の

は
、
当
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
と
語
る
。

マ
イ
ル
は
２
種
類
で
、「
お
で
か
け
マ
イ

ル
」
は
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ

ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
で
乗
車
す
る
と
運

賃
の
３
％
、「
リ
ピ
ー
ト
マ
イ
ル
」
は
同
一
月

内
に
同
一
運
賃
区
間
を
８
回
以
上
乗
車
す
る

と
運
賃
の
４
％
、
16
回
以
上
は
８
％
、
24
回

以
上
は
12
％
マ
イ
ル
が
付
与
さ
れ
、
２
種
類

の
併
用
で
最
大
15
％
の
マ
イ
ル
が
た
ま
る
。

ト
ブ
ポ
マ
イ
ル
も
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
収
益

化
・
効
率
化
の
両
面
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。

鉄
道
や
グ
ル
ー
プ
施
設
の
利
用
、
会
員
数
の

増
加
が
、
沿
線
に
暮
ら
す
人
た
ち
か
ら
の
よ

り
強
固
な
支
持
の
獲
得
、
グ
ル
ー
プ
利
用
の

頻
度
・
購
買
額
の
増
大
に
よ
る
収
益
化
、
さ

ら
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強
化
に
つ
な
が
る
。

効
率
化
の
観
点
で
は
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
へ
の
誘
導
が
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
発
行

の
削
減
、
人
件
費
が
か
か
る
定
期
券
発
売
所

や
、
保
守
費
用
が
か
か
る
磁
気
切
符
用
の
券

売
機
や
改
札
機
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

２
０
２
２
年
春
に
は
ピ
ー
ク
時
間
帯
を
避

け
て
乗
車
す
る
と
マ
イ
ル
が
た
ま
る
「
オ
フ

ピ
ー
ク
マ
イ
ル
（
仮
称
）」
を
開
始
す
る
。

混
雑
率
の
平
準
化
や
オ
フ
ピ
ー
ク
乗
車
に
対

す
る
マ
イ
ル
付
与
の
効
果
検
証
な
ど
は
、
Ｒ

ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
行
う
。

「
ポ
イ
ン
ト
は
お
客
さ
ま
の
行
動
変
化
を

促
す
ツ
ー
ル
。
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
個
々
の
指
向
や
行
動
を
捉
え
る
と
と
も

に
、
行
動
変
容
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
Ｒ
ｅ

ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

用
い
て
効
果
検
証
す
る
こ
と
で
、
施
策
の
効

果
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
」（
金
子
課
長
）

今
後
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て

鉄
道
事
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｄ

Ｘ
推
進
が
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
く
。

「
輸
送
の
安
全
を
守
る
現
場
の
力
を
新
し

い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
維
持
し
つ
つ
、
さ
ら
な

る
効
率
化
、
高
精
度
化
、
ま
た
収
益
化
へ
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
」（
今
村
課
長
）

「
鉄
道
は
リ
ア
ル
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
リ

ア
ル
の
中
に
デ
ジ
タ
ル
を
融
合
し
て
い
く
こ

と
で
、
リ
ア
ル
の
良
さ
が
さ
ら
に
高
ま
る
。

リ
ア
ル
で
も
デ
ジ
タ
ル
で
も
、
東
武
鉄
道
ら

し
さ
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
沿
線
の
方
々

に
向
け
て
行
い
、
根
付
か
せ
て
い
き
た
い
」

（
金
子
課
長
）

Ｄ
Ｘ
の
根
源
的
な
概
念
は
「
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
発
生
す
る
、
あ
る
い
は

良
い
影
響
を
与
え
る
変
化
」
と
い
う
こ
と
だ

が
、
東
武
鉄
道
の
取
り
組
み
は
ま
さ
に
そ
れ

を
具
現
化
し
て
い
る
。

上／すでに約 12 万人が登録する「トブポ」　左／東武グループ
のさまざまな施設の利用でポイントがたまり、ポイントが使える
下／お得なクーポンもアプリ上で配信される

鉄道に乗車するだけでマイルがたまる「トブポマイル」。マイルは
TOBU POINT に交換して特急券の購入などに利用できる。
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終
電
繰
り
上
げ
で
夜
間
作
業
を
効
率
化

２
０
２
１
年
３
月
13
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
、
各
鉄
道
事
業
者
は
終
電
繰
り
上
げ
を
実

施
し
、
首
都
圏
の
鉄
道
各
社
も
終
電
の
時
刻

を
見
直
し
た
。
折
し
も
コ
ロ
ナ
禍
で
発
令
さ

れ
た
２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
（
東
京
・

埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
の
1
都
3
県
で
は
1

月
7
日
～
３
月
21
日
）
で
あ
り
、
首
都
圏
の

鉄
道
各
社
は
、「
夜
間
の
外
出
自
粛
」
を
呼

び
掛
け
る
国
や
自
治
体
の
要
請
を
受
け
、
1

月
20
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
終
電
時
刻
を
前

倒
し
し
て
繰
り
上
げ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
終
電

を
繰
り
上
げ
て
夜
間
作
業
の
時
間
を
拡
大

し
、
鉄
道
施
設
の
整
備
・
保
守
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
現
場
の
労

働
負
荷
の
軽
減
な
ど
を
大
き
な
狙
い
と
し

た
。
鉄
道
会
社
の
現
場
作
業
が
近
年
課
題
と

し
て
い
た
「
作
業
従
事
者
の
働
き
方
改
革
」

を
推
進
す
る
た
め
で
あ
る
。

東
京
都
心
部
を
中
心
に
９
路
線
を
有
す
る

東
京
メ
ト
ロ
で
も
全
路
線
で
終
電
時
刻
の
繰

り
上
げ
を
行
っ
た
。
相
互
直
通
運
転
を
行
っ

て
い
る
他
社
線
と
の
接
続
を
考
慮
し
、
都
心

部
に
お
け
る
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
十
分
に

構
築
で
き
る
繰
り
上
げ
時
間
を
設
定
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
や
駅
ご
と
に
異
な
り
、
短

い
と
こ
ろ
で
は
銀
座
線
渋
谷
方
面
行
き
の
浅

草
駅

－

上
野
駅
で
１
分
程
度
、
最
大
で
は
千

代
田
線
（
綾
瀬
・
北
綾
瀬
方
面
行
き
）
の
北

千
住
駅

－

綾
瀬
駅
で
16
分
程
度
と
幅
が
あ
る

が
、
概
ね
10
分
程
度
の
繰
り
上
げ
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
様
式
の
変
化

で
、
利
用
者
の
利
便
性
が
大
き
く
損
な
わ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
終
電
繰
り
上
げ
に
よ

り
、
終
電
後
か
ら
始
発
前
の
間
に
行
わ
れ
る

鉄
道
事
業
者
の
夜
間
工
事
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
の
時
間
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鉄
道
本
部
電
気
部
電
気
企
画
課
の
前
薗
悟

課
長
補
佐
は
「
当
社
の
路
線
は
都
心
部
で
の

ト
ン
ネ
ル
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
夜
間
作

業
は
、
車
両
基
地
に
留
置
し
て
い
る
作
業
用

車
両
を
使
用
し
て
、
都
心
部
の
作
業
現
場
に

向
か
う
こ
と
が
多
い
。
終
電
後
か
ら
始
発
ま

で
の
間
に
行
う
夜
間
作
業
に
充
て
ら
れ
る
時

間
は
お
よ
そ
３
時
間
程
度
で
、
そ
の
う
ち
車

両
基
地
と
現
場
の
往
復
の
移
動
時
間
だ
け
で

１
時
間
～
１
時
間
半
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。

現
地
で
の
作
業
時
間
は
非
常
に
短
く
、
そ
の

拡
大
は
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
」と
語
る
。

夜
間
作
業
は
、
各
現
業
区
か
ら
総
合
指
令

所
に
そ
の
日
の
作
業
登
録
が
な
さ
れ
、
総
合

指
令
所
が
全
て
の
夜
間
作
業
を
管
理
す
る
。

終
電
後
、
総
合
指
令
所
は
き
電※

を
停
止
し
、

レ
ー
ル
や
ま
く
ら
ぎ
、
道
床
な
ど
の
補
修
・

交
換
を
行
う
軌
道
保
守
工
事
や
軌
道
内
の
電

気
設
備
の
工
事
・
保
守
等
、
軌
道
内
に
立
ち

入
る
作
業
・
工
事
の
線
路
閉
鎖
作
業
開
始
を

受
け
付
け
る
。
各
現
場
は
き
電
停
止
を
確
認

※き電：線路や架線に流れる電力

鉄道本部 電気部 電気企画課
課長補佐

前薗 悟
Satoru MAEZONO

特
集
：
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
鉄
道
輸
送
と
サ
ー
ビ
ス

［
新
し
い
取
り
組
み
に
果
敢
に
着
手
す
る
鉄
道
事
業
者
の
「
い
ま
」］

鉄
道
の
施
設
整
備
や
保
守
・
点
検
作
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、

終
電
後
か
ら
始
発
列
車
運
行
ま
で
の
数
時
間
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

鉄
道
会
社
に
と
っ
て
夜
間
作
業
時
間
の
拡
大
は
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。

２
０
２
１
年
３
月
13
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
首
都
圏
の
鉄
道
各
社
は
終
電
時
刻
の
繰
り
上
げ
を

発
表
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
深
夜
時
間
帯
の
輸
送
客
減
少
も
理
由
の
一
つ
だ
が
、

そ
の
目
的
は
「
夜
間
作
業
時
間
の
拡
大
」
で
あ
る
。

終
電
繰
り
上
げ
は
夜
間
作
業
時
間
の
拡
大
を
実
現
し
、

近
年
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
作
業
従
事
者
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
。

路
線
の
多
く
が
都
心
部
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
作
業
の
制
約
も
多
い

東
京
メ
ト
ロ
の
夜
間
作
業
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

R
E

PO
R

T
.III

東
京
メ
ト
ロ
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し
た
後
、
総
合
指
令
所
に
線
路
閉
鎖
作
業
開

始
、
必
要
に
よ
り
保
守
用
車
出
庫
連
絡
を
行

う
。
そ
の
後
、
各
現
場
へ
都
心
部
近
郊
に
あ

る
車
両
基
地
か
ら
作
業
用
車
両
が
30
～
40
分

か
け
て
移
動
し
、
現
場
で
の
作
業
を
行
い
、

作
業
後
は
ま
た
同
じ
時
間
を
か
け
て
車
両
基

地
に
戻
る
。
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
工
事
の
場
合

に
は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
本
体
を
設
置
駅
に
車
両

で
搬
入
す
る
た
め
、
き
電
は
停
止
せ
ず
、
線

路
閉
鎖
作
業
開
始
を
連
絡
す
る
。

総
合
指
令
所
は
、
各
現
場
の
作
業
状
況
を

確
認
し
、
全
て
の
作
業
の
終
了
を
確
認
し
た

後
、
始
発
列
車
の
運
行
に
備
え
る
。

こ
う
し
た
工
程
で
各
現
場
が
作
業
時
間
に

確
保
で
き
る
の
は
正
味
60
～
１
０
０
分
程
度

で
、
時
間
の
制
約
が
厳
し
い
中
で
安
全
を
確

認
し
な
が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
る
。　

現
場
で
は
、
ま
ず
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
作
業
の
注
意
点
や
リ
ス
ク
の
確
認
、
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
の
対
処
状
況
を
確

認
し
た
後
、
作
業
を
開
始
す
る
。

作
業
中
は
、
監
督
員
が
作
業
の
中
心
部
で

監
督
を
し
な
が
ら
、
作
業
員
に
指
示
を
出
し

て
い
く
。
始
発
列
車
の
運
行
に
支
障
が
な
い

よ
う
、
そ
の
日
の
作
業
を
予
定
の
時
間
内
に

終
わ
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
、
時
間
と
安
全
に

十
分
配
慮
し
た
工
程
管
理
が
重
要
と
な
る
。

「
例
え
ば
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の
夜
間
作
業

で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
、
１
線
す
べ
て

の
設
置
を
一
度
に
行
う
。
個
別
作
業
の
前
後

の
安
全
確
認
な
ど
に
少
し
の
時
間
で
も
プ
ラ

ス
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
重

要
に
な
っ
て
く
る
」
と
鉄
道
本
部
電
気
部
設

備
課
の
宮
田
和
雄
課
長
は
語
る
。

終
電
繰
り
上
げ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

10
分
は
作
業
効
率
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
面

で
も
非
常
に
貴
重
な
時
間
で
あ
り
、
前
薗
課

長
補
佐
も
「
10
分
時
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と

で
、
安
全
確
認
な
ど
に
も
時
間
的
な
余
裕
が

で
き
、
作
業
員
に
も
精
神
的
な
余
裕
が
生
ま

れ
る
。
作
業
従
事
者
が
よ
り
安
心
し
な
が
ら

作
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
説
明
す
る
。

作
業
従
事
者
の
負
荷
軽
減
の
可
能
性

東
京
メ
ト
ロ
で
は
近
年
、
さ
ら
な
る
安
全

性
向
上
お
よ
び
輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
目
的

に
設
備
投
資
に
注
力
し
て
い
る
。
駅
設
備
等

に
つ
い
て
は
、
東
西
線
で
の
南
砂
町
駅
の
線

路
・
ホ
ー
ム
増
設
等
の
大
規
模
改
良
、
茅
場

町
駅
の
ホ
ー
ム
延
伸
等
の
大
規
模
改
良
、
飯

田
橋

－

九
段
下
の
駅
間
で
は
折
り
返
し
設
備

整
備
を
は
じ
め
と
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善

を
目
的
と
し
た
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
駅
ホ
ー
ム
の
安
全
性
向
上
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
全
路
線
全
駅
で
２
０
２
５

年
度
ま
で
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
末
時
点
で
、
日
比

谷
線
・
半
蔵
門
線
・
東
西
線
の
一
部
を
残
し
、

ホームドアの設置工事。ホーム下からホームドアの固定を開始する

鉄道本部 電気部 設備課長

宮田和雄
Kazuo MIYATA
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全
線
の
82
％
で
整
備
完
了
と
な
っ
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
に
関
し
て
は
、「
地

上

－

改
札

－

ホ
ー
ム
」
の
段
差
を
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
ス
ロ
ー
プ
、
階
段
昇
降
機
、
車
い
す

対
応
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
解
消
し
た

経
路
「
1
ル
ー
ト
」
が
す
で
に
東
京
メ
ト
ロ

全
１
８
０
駅
中
98
％
で
完
了
し
て
お
り
、
現

在
は
、
老
朽
化
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
更
新
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
施
設
整
備
の
作
業
は
原
則
と
し

て
夜
間
に
行
わ
れ
、
信
号
保
安
設
備
や
電
車

線
、
駅
設
備
の
保
守
点
検
や
定
期
的
な
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
も
夜
間
に
実
施
さ
れ
る
。

夜
間
作
業
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
２
０
１
９
年
度
は
約
９
万
件
で
、
２
０

１
２
年
度
と
比
較
す
る
と
１
・
４
倍
と
な
っ

て
い
る
。
直
近
５
年
間
で
は
平
均
で
１
年
間

に
約
８
万
５
０
０
０
件
の
工
事
や
作
業
を
実

施
し
て
お
り
、
一
晩
に
約
２
０
０
件
程
度
、

総
勢
約
３
５
０
０
人
の
作
業
員
が
夜
間
作
業

に
従
事
し
て
い
る
。

「
定
量
的
に
計
算
す
る
の
は
難
し
い
が
、

10
分
の
終
電
繰
り
上
げ
に
よ
っ
て
、
工
事
・

作
業
の
総
量
か
ら
み
る
と
、
各
現
場
で
１
日

に
10
分
ず
つ
作
業
時
間
が
増
え
る
こ
と
は
非

常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
積

み
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
的
に
工
期
が

短
縮
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
夜
間
の
工
事
や

作
業
は
従
事
す
る
人
た
ち
に
も
負
荷
が
大
き

い
。
作
業
負
荷
を
軽
減
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
働
き
方
改
革
推
進
に
も
大
き
く
寄
与
す
る

と
考
え
て
い
る
」
と
前
薗
課
長
補
佐
は
語
る
。

例
え
ば
、
今
回
取
材
で
現
場
に
立
ち
会
っ

た
日
比
谷
線
仲
御
徒
町
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
工
事
で
は
、
１
３
０
０
０
系
車
両
に
合
わ

せ
て
28
扉
（
１
車
両
４
扉
・
７
両
編
成
）
分

の
ホ
ー
ム
柵
が
お
よ
そ
50
人
が
か
り
で
一
気

に
設
置
さ
れ
た
。
２
枚
で
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な

る
ホ
ー
ム
ド
ア
は
１
開
口
（
１
戸
袋
）
当
た

り
約
６
０
０
㎏
に
も
な
り
、
設
置
前
に
は

ホ
ー
ム
の
補
強
工
事
や
そ
れ
に
伴
う
支
障
処

理
を
済
ま
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
当
日

は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
し
、
建
築
限
界
の

確
認
を
行
っ
て
作
業
は
終
了
と
な
っ
た
が
、

追
っ
て
配
線
接
続
や
セ
ン
サ
ー
調
整
、
動
作

の
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
さ
ら
に
緊
急
時
な
ど

の
動
作
確
認
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
で
の
供
用

開
始
と
な
る
。

「
電
気
・
信
号
・
通
信
設
備
や
レ
ー
ル
・

構
築
の
保
守
点
検
な
ど
、
そ
の
ほ
か
の
夜
間

作
業
と
調
整
・
競
合
し
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
や
ホ
ー
ム
ド
ア
関
連
作
業
に
延
べ
約
28
カ

月
か
か
る
。
そ
の
た
め
１
日
10
分
の
繰
り
上

げ
で
も
、
延
べ
日
数
で
考
え
る
と
大
幅
な
工

期
短
縮
に
つ
な
が
る
」と
宮
田
課
長
は
語
る
。

鉄
道
事
業
は
人
々
が
生
活
を
行
う
上
で
必

要
な
社
会
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
。
安
全
・
安

心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
不

可
欠
と
な
る
施
設
整
備
工
事
や
定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
保
守
・
点
検
は
長
年
、
電
車

が
走
行
し
な
い
夜
間
の
数
時
間
に
作
業
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
全
体
が
変
容

す
る
中
で
、
現
場
の
状
況
も
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
現
場
作
業
に
お
け
る
課
題
に
も
目
が
向

け
ら
れ
、
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
現
場
作
業
に
当

■終電繰り上げ後の夜間作業時間確保の例（作業用車両を利用した工事の例）
終電 き電停止・線路閉鎖

30分（平均） 30分（平均）
終電繰り上げ前60～100分

終電繰り上げ後70～ 110分（＋10分）15分（平均） 15分（平均）

き電開始 初電線路閉鎖解除
保守・工事時間が
約10～16％増作業場所への移動 作業場所からの移動作業準備 実作業 現地片付け

左／バラスト撤去・防振まくらぎ敷設工事　上／レール削正
車　下／線路の安全性を点検する徒歩巡回　右／剛体電車
線トロリ線張替作業　（写真提供：東京メトロ）
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

た
る
建
設
業
界
の
深
刻
な
労
働
力
不
足
で
あ

る
。
日
本
全
体
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
特
に
建
設
業
界
は
就
業
人
口
の
高

齢
化
が
進
み
、
事
業
の
継
続
や
次
世
代
へ
の

技
能
継
承
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
慢
性
的

な
人
手
不
足
の
主
な
原
因
と
し
て
、
夜
間
・

土
休
日
の
労
働
や
週
休
２
日
制
が
導
入
し
き

れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
も
若
い
世

代
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
の
10
年
間
で
建
設
業
に
関
わ
っ
て
い

る
人
は
１
割
減
少
し
、
２
０
２
５
年
に
は
10

年
前
に
比
べ
て
44
万
人
減
少
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
当
社
は
現
在
こ
そ
作
業
従
事
者
の

確
保
に
苦
労
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

業
界
の
状
況
を
考
え
る
と
将
来
的
な
課
題
と

考
え
て
い
る
」（
前
薗
課
長
補
佐
）

東
京
メ
ト
ロ
を
含
め
た
首
都
圏
の
鉄
道
事

業
者
は
、
終
電
を
繰
り
上
げ
、
夜
間
の
作
業

時
間
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
作
業
に
従
事
す

る
人
々
の
負
荷
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

　新
た
な
技
術
開
発
等
で
生
産
性
向
上

夜
間
作
業
に
限
ら
ず
、
現
場
作
業
に
お
け

る
働
き
方
改
革
は
、
新
た
な
技
術
の
開
発
や

導
入
に
よ
っ
て
も
推
進
さ
れ
、
生
産
性
の
向

上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
例
が
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
で
、
東

京
メ
ト
ロ
で
は
２
０
２
０
年
２
月
よ
り
半
蔵

門
線
の
施
設
で
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
従

来
は
目
視
で
行
っ
て
い
た
ト
ン
ネ
ル
内
構
造

物
の
劣
化
や
亀
裂
な
ど
の
状
態
確
認
を
す
る

検
査
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

高
い
場
所
な
ど
目
視
が
難
し
い
場
所
も
効
果

的
に
確
認
し
、
よ
り
高
度
な
検
査
が
可
能
に

な
っ
た
。

さ
ら
に
、
将
来
に
向
け
て
は
、
画
像
認
識

技
術
や
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
っ
て
、
操
縦
者
を
必

要
と
せ
ず
、
非
Ｇ
Ｐ
Ｓ
環
境
下
で
も
稼
働
す

る
自
律
飛
行
型
の
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
に
着
手

し
て
い
る
。
通
常
の
ド
ロ
ー
ン
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
電

波
に
よ
っ
て
現
在
位
置
を
確
認
し
て
飛
行
操

作
を
行
う
が
、
こ
の
ド
ロ
ー
ン
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
信

号
が
受
信
で
き
な
い
地
下
空
間
に
お
い
て
、

撮
影
し
た
画
像
を
高
速
処
理
す
る
こ
と
に
よ

り
壁
や
地
面
の
情
報
を
抽
出
し
、
ド
ロ
ー
ン

の
姿
勢
変
化
や
移
動
距
離
を
計
算
す
る
。
ま

た
、
障
害
物
と
の
衝
突
を
回
避
し
な
が
ら
飛

行
し
、
複
雑
な
構
造
の
地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル
内

で
は
非
常
に
有
効
な
技
術
と
な
る
。

設
備
状
態
監
視
（
Ｃ
Ｂ
Ｍ※

）
の
導
入
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
設
備
や
車
両

の
状
態
に
つ
い
て
人
が
定
期
的
に
現
地
に
足

を
運
ん
で
確
認
し
て
い
た
も
の
を
、
セ
ン

サ
ー
等
に
よ
っ
て
計
測
す
る
こ
と
で
、
保
守

点
検
の
効
率
化
を
図
る
。
限
ら
れ
た
人
員
で

設
備
を
保
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

終
電
繰
り
上
げ
に
よ
る
夜
間
作
業
時
間
拡

大
の
具
体
的
な
効
果
に
つ
い
て
は
現
在
分
析

中
で
あ
る
が
、
新
し
い
技
術
の
導
入
を
含
め

て
、
安
全
性
や
生
産
性
の
向
上
、
作
業
従
事

者
の
負
荷
軽
減
や
休
日
の
確
保
な
ど
を
目
的

に
、
こ
れ
ま
で
の
「
働
き
方
」
が
見
直
さ

れ
、
改
善
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
事
業
の
夜
間
作
業
は
コ
ロ
ナ
禍
を
契

機
に
課
題
解
決
に
向
け
て
新
た
な
局
面
に

入
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

※ＣＢＭ：Condition Based Maintenance

ホームドア積み込み
08：30	 	17日朝、竹ノ塚検

車区にて日比谷線回
送車両にホームドア
を積み込む。

	 	積み込み終了後、回
送車両は千住検車区
に移動、留置。

1

ホームドア搬入
01：05	 	ホームドアを搬入す

る回送車両が千住車
両基地を出発。

01：15	 	回送車両が仲御徒町
駅に到着。

2

ホームドア積み下ろし
01：15	 	車両からホーム上へ、

ホームドア（28扉）
を搬出する。

	 	車両に積んだすべて
のホームドアを下ろ
した後、車両の点検
を行う。

3

建築限界測定
＜所要作業時間：約30分＞
02：50	 	列車とホームドアに

十分な離隔があるこ
とを確認する。

	 	車掌側から専用の測
定器を使い、列車の
安全な走行が確保さ
れているか、計測する。

03：30　終電から約3時間30分、ホームドア設置工事が完了。

6

ホームドア設置（ホーム上）
＜ホームドアの積み下ろしと設置の
所要作業時間：約55分＞
01：35	 	積み下ろしが済んだ

車掌側から、ホーム
ドアの設置を開始。

	 	設置位置を確認しな
がら、ホーム上の土
台にホームドアを設
置していく。

4

ホームドア設置（ホーム下）
＜所要作業時間：約20分＞
02：42	 	回送車両が車両基地

へ出発。
02：45	 	ホーム下からホーム

ドアと土台をボルト
で固定していく。

5

ホームドア設置工事ホームドア設置工事
日比谷線 仲御徒町駅Ａ線（中目黒方面行き） （2021年 9月17日〈金〉終電後）日比谷線 仲御徒町駅Ａ線（中目黒方面行き） （2021年 9月17日〈金〉終電後）
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　日本民営鉄道協会では、10 月 1 日（金）から 11 月 30 日（火）までの期間、ホー

ムページ上で「駅と電車のマナーアンケート調査（2021 年度）」を実施している。

駅と電車のマナー向上を目的に毎年実施しているもので、新型コロナウイルス感染

症の影響が続く今年度も昨年度に引き続き、感染症対策の観点から気になる電車利

用時の行動についても調査を行う内容となっている。アンケート結果は 12 月下旬

にホームページで発表する。

　また、同アンケートの実施期間中、昨年度のアンケート結果をデザイン化した『駅

と電車内の迷惑行為ランキング（2020 年度）』ポスターを、加盟各社の駅構内・

列車内で掲出している。マナーの向上を目的とした啓発ポスターの掲出とマナーア

ンケート調査を同時に行うことで、マナーに対する関心を一層高めることを目指し

ている。

　日本民営鉄道協会では、協会に加盟する地方民鉄 56 社の利用促進・活性化を目

的に「地方民鉄フォトコンテスト 2021」を実施している。

　作品の応募は、公式 Twitter（@mintetsu_photo）をフォローし、３つのハッ

シュタグをつけて投稿するだけ。募集する写真のテーマは、沿線風景や駅舎、車両

など地方民鉄に関する「鉄道のある風景」と、小学生以下の子どもたちが応募でき

る「民鉄キッズ」の 2 つで、募集期間は 2022 年 1 月 23 日（日）までとなって

いる。テーマごとに賞を設けており、優秀な作品には旅行券 5 万円分（応募テーマ：

鉄道のある風景）などの賞品を用意している。

　参加方法など詳細は、日本民営鉄道協会ホームページ内の特設ページ（https://

www.mintetsuphoto.jp/）へ。

『駅と電車内の迷惑行為ランキング（2020 年度）』駅貼りポスター

「地方民鉄フォトコンテスト」ポスター

「駅と電車のマナーアンケート調
査（2021 年度）」への回答は、
こちらのＱＲコードを読み込ん
でください

「地方民鉄フォトコンテスト2021」「地方民鉄フォトコンテスト2021」
開催中！地方民鉄の魅力をTwitterで大募集！開催中！地方民鉄の魅力をTwitterで大募集！

「駅と電車のマナーアンケート調査」を実施中
『駅と電車内の迷惑行為ランキング（2020 年度）』ポスターも掲出

みんてつインフォメーション



こ
の
た
び
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
東
急
電
鉄
の
野
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
二
年
間
、
会
員
各
社
と
と
も
に
、
民
営
鉄
道

事
業
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
鉄
道
の

も
つ
公
共
的
な
使
命
に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
け
る
よ
う
協

会
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
よ
り
国
内
で
も
感
染
拡
大
し
て
い
る
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
な
ど
、

感
染
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
兆
し
が
見
え

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
本
年
４
月
下
旬
以
降
、
一
部
の
都
道
府
県

に
お
い
て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
い
ま
だ
収

束
の
目
途
が
立
た
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
鉄
道
事
業
は
公
共
交
通
と
し
て

国
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

社
会
機
能
維
持
の
た
め
、
終
始
事
業
継
続
が
求
め
ら
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
感
染
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
車

内
換
気
や
消
毒
な
ど
の
業
務
継
続
に
向
け
た
体
制
の
整
備
、

マ
ス
ク
着
用
や
控
え
め
な
会
話
な
ど
の
各
種
感
染
防
止
対
策

の
利
用
者
へ
の
呼
び
掛
け
、
情
報
提
供
を
行
い
、
さ
ら
に
は
、

終
電
繰
り
上
げ
や
減
便
な
ど
の
要
請
に
も
対
応
し
て
、
安
全

で
安
心
感
の
あ
る
鉄
道
を
目
指
し
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
防
止
す
る
た
め
に
は
、
人
と
人
と

の
接
触
を
極
力
減
ら
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
人

の
動
き
や
流
れ
が
止
ま
り
、
鉄
道
を
ご
利
用
の
お
客
さ
ま
は

大
き
く
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
各
社
の
経
営
状
況
を
見
ま
す

と
、
昨
年
度
決
算
で
は
大
き
な
損
失
を
計
上
し
て
お
り
、
今

年
度
も
厳
し
い
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
ま
さ
に
未
曽

有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
、
人
々
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
消
費
行
動
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
需
要
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た

後
も
、
以
前
の
よ
う
に
は
戻
ら
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
各
社
に
お
い
て
色
々
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
急
速
に
進
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

に
も
し
っ
か
り
対
応
し
、
人
々
の
行
動
様
式
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
事
業
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
価

値
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
従
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
と
高
齢
化
、

気
候
変
動
に
伴
う
大
規
模
な
自
然
災
害
へ
の
対
策
は
も
ち
ろ

ん
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
対
応
な
ど
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
高
度
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
鉄
道
に
期
待
さ
れ
る
公

共
的
使
命
の
重
さ
を
自
覚
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り

安
全
・
安
心
で
、
快
適
・
便
利
な
民
営
鉄
道
の
持
続
的
発
展

を
目
指
し
、
会
員
各
社
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
緊
張
感
を

も
っ
て
、
日
夜
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
私
ど
も
の
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
対
し
、

引
き
続
き
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
定
時
総
会
終
了
後
の
挨
拶
よ
り
）

一般社団法人 日本民営鉄道協会 会長

野本 弘文
（東急電鉄株式会社 取締役会長）

21 MINTETSU AUTUMN 2021

日本民営鉄道協会 新会長就任
日本民営鉄道協会は 2021 年 6 月 4 日（金）に開催した第 304 回理事会において、
新会長に野本弘文東急電鉄株式会社取締役会長を選任した。
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近畿日本鉄道 名阪特急「ひのとり」

くつろぎの空間を支える
「ひのとり」の車両清掃整備

コロナ禍により、移動の自粛を求められている。

自粛生活は２年目を迎えたが、

勤勉なる国民性が故にわれわれが抱えるストレスは大きく、

コロナ収束後の自由な移動、旅への期待は膨らむばかりだ。

これから到来するアフターコロナ、あるいはウィズコロナの時代。

われわれ国民の旅への期待に鉄道事業者はどう応えてくれるのか。

そこには感染症対策の徹底はもちろん、

よりきめ細やかなサービス、さらに豊かな乗車体験の提供も必要となってくるだろう。

この春、運行開始から１年を迎えた近畿日本鉄道の「ひのとり」。

「くつろぎのアップグレード」をコンセプトに開発された

この新型特急に乗車し、その車両清掃整備を見学。

安全安心かつ快適な鉄道の旅を考察した。

取材・文◉伏島賢二
撮影◉加藤有紀
取材協力・写真提供◉近畿日本鉄道株式会社

特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

吉野吉野

大和八木大和八木

津津

京都京都

近鉄奈良近鉄奈良

賢島賢島

鶴橋鶴橋

大阪（梅田）大阪（梅田）

JR線JR線

阪神線阪神線

名鉄線名鉄線

名古屋地下鉄名古屋地下鉄

南海線南海線

金山金山

栄栄

なんばなんば

新
今
宮

新
今
宮

天王寺天王寺

関西空港関西空港

和歌山市和歌山市

高野山高野山

大阪阿部野橋大阪阿部野橋

神戸三宮神戸三宮

ユニバーサル
シティ
ユニバーサル
シティ

西九条西九条

橿原神宮前橿原神宮前

近鉄名古屋近鉄名古屋

近鉄線（ひのとり運行区間）近鉄線（ひのとり運行区間）

大阪難波大阪難波
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「
あ
ぁ
、
旅
が
し
た
い
…
…
」

自
粛
生
活
も
２
年
目
と
な
る
と
、
正
直
、

ウ
ン
ザ
リ
し
て
く
る
。
い
つ
ま
で
続
く
の
か

と
、
鬱
々
と
し
た
気
分
に
も
な
る
。
で
も
こ

ん
な
生
活
も
い
つ
か
は
終
わ
る
。
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
た
ら
、
旅
だ
！

そ
ん
な
訳
で
わ
た
し
は
こ
こ
数
カ
月
、
コ

ロ
ナ
明
け
の
旅
に
つ
い
て
妄
想
を
膨
ら
ま
せ

て
い
た
。
そ
ん
な
折
、「
み
ん
て
つ
」
編
集

室
か
ら
声
が
掛
か
っ
た
。

「
近
鉄
の
新
型
特
急
『
ひ
の
と
り
』
に
体

験
乗
車
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

聞
け
ば
「
ひ
の
と
り
」
と
は
２
０
２
０
年

３
月
14
日
に
運
行
開
始
し
た
ば
か
り
の
近
鉄

の
最
新
鋭
特
急
列
車
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
な
乗

り
心
地
が
評
判
な
の
だ
と
か
。
旅
の
妄
想
で

ア
タ
マ
が
パ
ン
ク
し
そ
う
だ
っ
た
わ
た
し
は

二
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
し
た
。

と
は
い
え
列
車
に
長
時
間
閉
じ
込
め
ら
れ

る
と
い
う
の
は
、
少
々
気
掛
か
り
だ
。
し

か
し
、
み
ん
て
つ
75
号
（
２
０
２
１
年
春

号
）
の
「
基
調
報
告
」
に
よ
る
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
鉄
道
な
ど
公

共
交
通
機
関
で
は
、
こ
れ
ま
で
感
染
拡
大
は

起
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
心
配
す
る
必
要

は
な
さ
そ
う
だ
。
あ
り
が
た
い
と
思
う
と
と

も
に
、
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
は
頭
が
下
が

る
。し

か
も
今
回
の
旅
の
目
的
の
一
つ
は
、
近

鉄
が
行
っ
て
い
る
車
両
清
掃
整
備
の
様
子
を

観
察
し
、
レ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

疑
い
深
い
わ
た
し
で
も
、
実
際
の
清
掃
の
様

子
を
見
た
ら
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。

あ
ふ
れ
る
「
い
い
も
の
感
」

７
月
某
日
の
９
時
半
ご
ろ
、
取
材
ス
タ
ッ

フ
と
と
も
に
近
鉄
名
古
屋
駅
に
着
い
た
。
10

時
発
の
「
ひ
の
と
り
」
に
乗
車
す
る
。
車
両

清
掃
整
備
の
取
材
の
前
に
、「
ひ
の
と
り
」

の
プ
レ
ミ
ア
ム
な
乗
り
心
地
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
と
い
う
近
鉄
さ
ん
の
ご
配
慮
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
に
着
く
と
「
ひ
の
と
り
」
は
既
に

待
っ
て
い
た
。
掛
け
値
な
し
に
美
し
い
。
深

み
の
あ
る
メ
タ
リ
ッ
ク
レ
ッ
ド
で
彩
ら
れ
た

車
体
が
輝
い
て
い
る
。
ツ
ヤ
と
透
明
感
が
感

じ
ら
れ
る
が
、
メ
タ
リ
ッ
ク
レ
ッ
ド
の
上
に

ク
リ
ア
塗
装
が
厚
く
施
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
10
時
発
車
の
５
分
ほ
ど
前
に
ホ
ー
ム
天

井
の
照
明
が
追
加
で
点
灯
し
、
車
体
の
輝
き

は
さ
ら
に
増
し
た
。
な
か
な
か
の
演
出
だ
。

期
待
を
胸
に
乗
り
込
む
。
先
頭
の
プ
レ
ミ

ア
ム
車
両
で
あ
る
。
入
っ
て
す
ぐ
横
に
階
段

が
４
段
あ
り
、
そ
の
先
の
ガ
ラ
ス
製
の
自
動

ド
ア
の
向
こ
う
が
客
室
だ
。
先
頭
と
最
後
尾

の
プ
レ
ミ
ア
ム
車
両
は
床
が
高
い
ハ
イ
デ
ッ

カ
ー
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

自
動
ド
ア
が
開
い
た
と
た
ん
、
気
付
い
た

こ
と
が
あ
る
。
ほ
の
か
に
漂
う
革
の
香
り
。

そ
し
て
、
目
の
前
に
広
が
る
展
望
。「
い
い

も
の
感
」
に
満
ち
て
い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
車

両
の
シ
ー
ト
は
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
本
革
製
で
、

し
っ
と
り
と
し
た
感
触
。
表
面
が
ス
ム
ー
ス

な
革
と
小
さ
い
穴
が
パ
ン
チ
ン
グ
さ
れ
た
革

が
使
い
分
け
ら
れ
た
凝
っ
た
仕
様
だ
。
左
右

の
ガ
ラ
ス
窓
は
と
て
も
広
く
、
シ
ー
ト
の
腰

の
あ
た
り
か
ら
展
望
が
広
が
る
。

シ
ー
ト
に
座
る
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
造
り

上／ロゴマークは翼を広げて飛
翔する金色の美しい鳥　左／デ
ビュー初日の大阪難波駅。駅長
らが一番列車を見送った　下／
2021 年ブルーリボン賞受賞決定

深みのあるメタリックレッドの車体が輝く
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で
、
身
体
が
す
っ
ぽ
り
と
包
み
込
ま
れ
る
よ

う
な
心
地
良
さ
。
３
列
シ
ー
ト
な
の
で
左
右

に
余
裕
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

肘
掛
け
が
左
右
に
あ
り
、
そ
の
片
方
に
小

さ
め
の
テ
ー
ブ
ル
。
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
と

カ
ッ
プ
ホ
ル
ダ
ー
が
現
れ
る
。
す
っ
と
開

き
、
止
ま
る
。
節
度
の
あ
る
動
き
が
心
地
よ

い
。
も
う
片
方
の
肘
掛
け
に
は
操
作
パ
ネ

ル
。
電
動
の
背
も
た
れ
と
レ
ッ
グ
レ
ス
ト
、

シ
ー
ト
ヒ
ー
タ
ー
、
読
書
灯
の
操
作
が
で
き

る
。
操
作
パ
ネ
ル
の
横
に
は
折
り
た
た
み
式

の
テ
ー
ブ
ル
が
仕
込
ま
れ
て
い
て
、
引
き
出

し
て
展
開
さ
せ
る
と
膝
の
上
に
ジ
ャ
ス
ト
サ

イ
ズ
の
空
間
が
広
が
る
。
し
っ
か
り
と
し
た

造
り
で
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
載
せ
て
タ
イ
ピ
ン

グ
し
て
も
グ
ラ
グ
ラ
し
な
い
。
こ
こ
で
も
質

の
高
さ
を
実
感
で
き
る
。
他
に
も
、
コ
ン
セ

ン
ト
や
電
動
カ
ー
テ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
、
可
動

式
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
（
上
下
さ
せ
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
左
右
を
起
こ
し
て
首
を
支
え
る
こ

と
も
可
能
）
も
備
え
る
な
ど
、
シ
ー
ト
は
非

常
に
多
機
能
。
各
席
に
配
備
さ
れ
て
い
る
説

明
書
を
見
れ
ば
、
誰
で
も
難
な
く
使
い
こ
な

せ
る
。

こ
こ
ま
で
シ
ー
ト
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
紹
介

し
て
き
た
が
、「
ひ
の
と
り
」
の
シ
ー
ト
で

最
も
特
徴
的
な
の
は
バ
ッ
ク
シ
ェ
ル
を
レ

ギ
ュ
ラ
ー
車
両
も
含
め
て
全
席
で
採
用
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。
バ
ッ
ク
シ
ェ
ル
内
で
背
も
た

れ
が
動
く
の
で
、
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
リ

ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
き
る
。
ま
た
座
席
の
前
後

間
隔
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
車
両
で
１
３
０
セ

ン
チ
（
国
内
最
大
級
と
の
こ
と
）、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
車
両
で
１
１
６
セ
ン
チ
と
広
い
の
も
い

い
。
試
し
に
前
席
に
座
っ
た
編
集
者
に
フ
ル

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
し
て
も
ら
っ
た
が
、
全
く

気
に
な
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
倒
し
て
く
れ

た
方
が
前
方
の
景
色
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に

な
る
。
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー
構
造
で
運
転
席
に
視

界
を
遮
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
左
右
の
窓
も
広

い
「
ひ
の
と
り
」
は
、
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
展

望
が
魅
力
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
で
旅
を
豊
か
に

シ
ー
ト
に
座
っ
て
乗
り
心
地
を
楽
し
ん
で

い
た
ら
、
あ
ま
り
の
気
持
ち
良
さ
に
寝
て
し

ま
っ
た
。
と
に
か
く
走
行
が
安
定
し
て
い

る
。
い
か
ん
い
か
ん
。
他
の
設
備
も
チ
ェ
ッ

ク
し
な
け
れ
ば
。

先
頭
車
両
の
後
部
に
行
く
と
「
カ
フ
ェ
ス

ポ
ッ
ト
」
を
見
つ
け
た
。
１
杯
ず
つ
豆
を
挽

い
て
抽
出
す
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
が
買

え
る
。
漂
う
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
い
い
。
お

菓
子
や
「
ひ
の
と
り
」
グ
ッ
ズ
を
購
入
で
き

る
自
動
販
売
機
、
無
料
ロ
ッ
カ
ー
も
あ
る
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
車
両
に
入
る
と
イ
ン
テ
リ
ア

は
一
新
。
グ
レ
イ
基
調
の
爽
や
か
な
配
色
と

な
る
。
４
列
シ
ー
ト
な
の
で
プ
レ
ミ
ア
ム
車

両
の
シ
ー
ト
よ
り
も
若
干
狭
く
、
電
動
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
の
装
備
は
な
い
が
、
高
さ

調
整
が
可
能
な
足
置
き
と
相
ま
っ
て
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
設
え
だ
。
全
席
に
コ
ン
セ

ン
ト
が
装
備
さ
れ
て
い
る
の
も
嬉
し
い
。

奥
に
ず
ん
ず
ん
進
む
。
現
れ
る
の
は
「
ベ

ン
チ
ス
ペ
ー
ス
」
だ
。
コ
の
字
型
の
ベ
ン
チ

で
、
座
る
と
腰
の
辺
り
か
ら
上
が
窓
。
シ
ー

ト
か
ら
と
は
違
う
景
色
が
新
鮮
だ
。
こ
う
い

左／ほとんどの乗客が座席をフルにリクライニングしてゆったりく
つろいでいた　上／カフェスポットで挽きたてのコーヒーを楽しむ

左／本革製のプレミアムシートは包み込まれるよう
な心地良さ　上／ベンチスペースでの眺めも格別
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う
ス
ペ
ー
ス
が
旅
を
豊
か
に
す
る
。
こ
こ
で

な
ら
見
知
ら
ぬ
人
と
の
会
話
が
弾
む
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を
あ

や
し
て
い
た
が
、
車
窓
の
景
色
と
相
ま
っ

て
、
一
幅
の
絵
画
の
よ
う
だ
っ
た
。

次
の
車
両
に
は
多
目
的
ト
イ
レ
。
着
替
え

に
便
利
な
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
ボ
ー
ド
や
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
が
あ
り
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
設

備
も
あ
る
。
広
い
の
で
車
椅
子
を
利
用
す
る

人
も
安
心
し
て
使
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
車
両

に
は
車
椅
子
対
応
の
席
が
あ
る
。

「
く
つ
ろ
ぎ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
」

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
大
阪
難
波
駅

着
の
時
刻
が
迫
っ
て
き
た
。
乗
車
時
間
は
約

２
時
間
。
ち
な
み
に
Ｊ
Ｒ
東
海
の
新
幹
線
な

ら
50
分
程
度
と
半
分
以
下
だ
（
と
は
い
え
新

幹
線
は
新
大
阪
着
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
時
間
と
手
間
が
加
わ
る
）。
し
か
し
、

「
ひ
の
と
り
」
な
ら
長
い
乗
車
時
間
は
む
し

ろ
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
乗
っ

て
い
た
い
と
思
え
る
ほ
ど
快
適
な
乗
り
心
地

だ
か
ら
だ
。
近
鉄
は
か
ね
て
か
ら
ス
ピ
ー
ド

よ
り
も
快
適
性
を
追
求
し
て
お
り
、
そ
の
姿

勢
に
よ
っ
て
熱
心
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
き

た
。「
く
つ
ろ
ぎ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ
れ
た
「
ひ
の

と
り
」
は
、
快
適
性
を
ひ
た
す
ら
追
求

し
て
き
た
近
鉄
特
急
の
最
新
鋭
車
両
で

あ
る
。
２
０
２
０
年
度
「
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
・
ベ
ス
ト
１
０
０
」
に
選
出
さ

れ
、
２
０
２
１
年
の
「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

賞
」
に
も
輝
い
て
い
る
が
、
ダ
ブ
ル
受

賞
は
ダ
テ
で
は
な
い
の
だ
。

近
鉄
は
２
０
２
１
年
２
月
13
日
を
も
っ

て
、
大
阪
難
波
と
近
鉄
名
古
屋
を
毎
時
０
分

に
出
発
す
る
名
阪
特
急
の
す
べ
て
を
「
ひ
の

と
り
」
に
変
え
、
旧
式
の
特
急
車
両
を
引
退

さ
せ
た
。「
ひ
の
と
り
」
の
登
場
に
よ
っ
て

特
急
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
底
上
げ
さ
れ
た
の

だ
。

乗
客
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て

さ
て
、
続
い
て
車
両
清
掃
整
備
の
取
材
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
乗
車
し
た
「
ひ
の
と

り
」
は
大
阪
難
波
駅
で
乗
客
を
降
ろ
し
た

後
、
一
旦
引
き
上
げ
線
に
入
り
、
奈
良
方
向

に
向
か
っ
た
。
東
花
園
検
車
区
が
あ
る
東
花

園
車
庫
に
向
か
う
の
だ
。
30
分
ほ
ど
で
東
花

園
車
庫
に
到
着
す
る
。
入
庫
後
す
ぐ
に
清
掃

業
務
が
始
ま
っ
た
。

近
鉄
車
両
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

の
内
藤
史
昭
区
長
に
よ
る
と
、
手
順
は
こ
う

だ
。

１

：

粗
ゴ
ミ
の
回
収
。
弁
当
の
空
き
箱
や

ビ
ー
ル
の
空
き
缶
な
ど
を
回
収
し
て
い
く
。

背
も
た
れ
と
バ
ッ
ク
シ
ェ
ル
の
間
の
チ
ェ
ッ

ク
も
欠
か
せ
な
い
。
ち
な
み
に
運
行
開
始
前

近鉄車両エンジニアリング株式会社
車両事業部 工事第一部 整備課
東花園整備区　区長

内藤史昭
Fumiaki NAITOU

左／先頭車両から洗車機をゆっくり通り抜ける　上／運転席側から見ると、
こんなあんばいだ　下／レギュラー車両。掃除機とモップで清掃する
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は
こ
こ
に
ゴ
ミ
が
溜
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た

が
、
杞
憂
だ
っ
た
そ
う
だ
。

２

：

テ
ー
ブ
ル
を
水
拭
き
。

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
が
残
っ
て
い

た
場
合
、
テ
ー
ブ
ル
に
跡
が
つ

い
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。

３

：

シ
ー
ト
周
り
を
水
拭
き
。

網
棚
、
壁
、
窓
ガ
ラ
ス
も
同
様

に
水
拭
き
。
プ
レ
ミ
ア
ム
車
両

は
前
方
に
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
が

あ
る
の
で
大
変
だ
。

４

：

床
に
掃
除
機
を
か
け
る
。

さ
ら
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
車
両
は

い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
コ
ロ
」
で
絨

毯
の
ゴ
ミ
を
取
り
、
絨
毯
敷
き
で
は
な
い
レ

ギ
ュ
ラ
ー
車
両
は
モ
ッ
プ
を
か
け
る
。

そ
の
作
業
を
２
人
の
作
業
員
で
一
つ
ひ

と
つ
こ
な
し
て
い
く
。
ご
迷
惑
か
と
思
い

つ
つ
つ
ぶ
さ
に
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
丁
寧
こ
の
上
な
い
。
シ
ー
ト
は
隅
々
ま

で
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
可
動
部
は
す
べ
て
動

か
し
、
奥
の
奥
ま
で
拭
い
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ト
イ
レ
、
ベ
ン
チ
ス
ペ
ー
ス
、
喫
煙

室
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
清
掃
も
あ
る
。

シ
ー
ト
の
向
き
の
統
一
や
、
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
を
戻
す
こ
と
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を
揃
え

る
こ
と
は
当
然
だ
ろ
う
が
、
空
調
の
ル
ー

バ
ー
の
向
き
ま
で
揃
え
て
い
た
の
に
は
驚
い

た
。
こ
う
い
う
細
か
い
と
こ
ろ
が
積
も
り
積

も
っ
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
快
適
さ
と
な
る
の
だ

大阪難波駅。清掃作業員が
「ひのとり」に乗り込む。
人数は作業内容と時間に
よって変わる。

「ひのとり」はいったん大
阪難波駅か桜川駅の引き上
げ線に向かい、折り返す。
その間に車内清掃が行われ
るのだ。

シートの向きを進行方向
に。リクライニングやヘッ
ドレストは定位置に戻す。

シート周りを拭き上げる。
手脂や整髪料で曇っている
ことが多いガラス窓は濡ら
したウエスと、から拭き用
ウエスの２枚を使う。

多目的トイレの清掃には１
カ所あたり５分程度かか
る。

別のスタッフが乗り込み、
指さし確認。

大阪難波駅に戻って作業員
下車。これにて清掃活動完
了。

折り返し運転の車内清掃
折り返し運転では、近鉄ファシリティーズ株式会社の

スタッフにより、車内清掃が行われている。

「あの特急の運転士になりたい」子どもたちにとっては憧れの運転席

1

2

3

4

5

6

7
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ろ
う
。
内
藤
区
長
は
「
お
客
さ
ま
の
身
に

な
っ
て
考
え
て
掃
除
す
る
と
い
う
気
持
ち
を

作
業
員
み
ん
な
が
持
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。こ

れ
だ
け
の
作
業
を
１
車
両
あ
た
り
15
分

～
20
分
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
手
際
の
良
さ
に

も
感
心
し
た
。

気
に
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
も

聞
い
て
み
る
。
鉄
道
本
部
東
花
園
検
車
区
の

奥
永
学
助
役
が
教
え
て
く
れ
た
。

「
近
鉄
は
昨
年
夏
に
全
車
両
の
抗
ウ
イ
ル

ス
・
抗
菌
加
工
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
効
果

に
つ
い
て
は
継
続
的
に
確
認
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
客
さ
ま
に
は
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

安
心
と
快
適
を
支
え
る
の
は
人

こ
の
車
内
清
掃
は
1
編
成
で
1
時
間
30
分

～
2
時
間
ほ
ど
か
か
る
が
、
検
車
区
で
は
洗

車
機
で
車
両
の
洗
車
も
行
う
。
自
動
車
用
の

ト
ン
ネ
ル
型
洗
車
機
と
は
異
な
り
、
架
線
の

接
触
を
避
け
、
線
路
の
左
右
に
洗
浄
装
置
が

置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
洗
車
機
に
車
両
を
2

回
通
す
。
洗
浄
液
の
後
に
水
洗
い
を
行
う

が
、
全
体
の
汚
れ
を
落
と
す
に
は
、
そ
れ
相

応
の
苦
労
が
あ
る
よ
う
だ
。

特
に
先
頭
車
両
正
面
は
、
ブ
ラ
シ
を

使
っ
て
手
洗
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
奥
永
助
役
は
「
冬
場
は
寒
さ
と
水

の
冷
た
さ
で
大
変
で
す
」
と
話
す
。
夏

は
夏
で
、
正
面
に
羽
虫
が
大
量
に
こ
び

り
つ
い
て
い
た
り
も
す
る
。

「
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
の
展
望
が

『
ひ
の
と
り
』
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
す
。
手
は
か
か
り
ま
す
が
、
や
り
が
い

も
感
じ
ま
す
よ
。
何
よ
り
、
お
客
さ
ま
に
気

持
ち
よ
く
乗
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
か
ら

ね
」近

鉄
で
は
、
今
回
、
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ

た
「
入
庫
整
備
」
の
他
に
、
45
日
に
１
度
の

「
月
整
備
」、
３
～
６
カ
月
に
１
度
の
「
周
期

整
備
」
な
ど
、
車
両
清
掃
整
備
を
定
期
的
に

行
い
、
す
べ
て
の
車
両
を
美
し
く
清
潔
に
維

持
し
て
い
る
。

ま
た
、
実
際
に
車
両
清
掃
整
備
を
見
学
し

て
、
そ
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
に
は
大
い
に
感

銘
を
受
け
た
。
車
内
清
掃
で
は
行
程
の
途
中

途
中
に
何
度
も
チ
ェ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
、
ま

た
清
掃
内
容
に
合
わ
せ
て
手
袋
を
取
り
替
え

る
な
ど
手
間
を
惜
し
ま
ず
進
め
て
い
る
。
作

業
員
が
改
善
点
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る

場
面
も
目
に
し
た
。

わ
た
し
は
翌
日
ま
た
「
ひ
の
と
り
」
に
乗

車
し
た
が
、
大
阪
難
波
駅
で
車
内
清
掃
を
終

え
た
ス
タ
ッ
フ
が
事
務
所
に
向
か
う
の
に
出

く
わ
し
た
。
彼
を
背
後
か
ら
見
て
い
る
と
、

階
段
に
落
ち
て
い
た
ゴ
ミ
を
当
然
の
よ
う
に

拾
っ
て
い
た
。「
安
心
し
て
旅
を
楽
し
め
る
」。

そ
う
思
っ
た
わ
た
し
で
あ
る
。近畿日本鉄道株式会社

鉄道本部 大阪統括部 工機部 検車課
東花園検車区　助役

奥永 学
Manabu OKUNAGA

近鉄特急史の新しい物語「ひのとり」が始まった。新しい未来が切り開かれていく



「
空
港
ア
ク
セ
ス
線
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

利
用
者
の
目
的
地
が
空
港
と
は
限
ら
な

い
。
仙
台
空
港
鉄
道
・
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
の
杜も

り

せ
き
の
し
た
駅
。
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
下
車
し
て
い
く
人
の

流
れ
に
加
わ
り
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
に
改
め
て
気

づ
く
。

目
的
地
は
空
港
で
は
な
く
…
…

杜
せ
き
の
し
た
駅
は
、
仙
台
空
港
駅
の
二
つ
手

前
、
仙
台
駅
か
ら
は
五
つ
目
。
一
つ
手
前
の
名
取
駅

ま
で
、
乗
降
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
満
席
を

キ
ー
プ
し
て
い
た
乗
客
の
半
数
以
上
が
、
こ
の
駅
で

ご
っ
そ
り
下
車
。
そ
う
し
て
降
り
た
人
の
ほ
と
ん
ど

が
、
駅
舎
と
デ
ッ
キ
で
つ
な
が
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

飲
食
店
は
も
ち
ろ
ん
映
画
館
も
併
設
し
た
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
、
１
日
い
て
も
飽
き
な
さ

そ
う
。
な
る
ほ
ど
、
目
的
地
に
な
る
は
ず
だ
。
館
内

に
散
ら
ば
っ
て
い
く
元
乗
客
の
皆
さ
ん
を
見
送
っ
て

か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
通
り
抜
け
る
。

こ
ち
ら
の
目
的
地
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は

な
く
、
沿
線
の
お
勧
め
グ
ル
メ
と
し
て
仙
台
空
港
鉄

道
株
式
会
社
の
ご
担
当
者
さ
ま
に
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
。
田
ん
ぼ
沿
い
の
車
道
を
歩
く

こ
と
十
数
分
。
た
ど
り
着
い
た
お
店
に
は
先
客
数

名
。「
仙
台
だ
し
、
ず
ん
だ
を
選
ぶ
べ
き
だ
っ
た
か

な
ぁ
」
と
思
い
つ
つ
、
先
客
の
注
文
に
つ
ら
れ
て
選

ん
だ
塩
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
パ
ク
つ
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
補
給
し
た
こ
と
だ
し
、
ち
ょ
っ
と

周
囲
を
歩
い
て
み
よ
う
か
。
地
図
ア
プ
リ
で
確
認
し

た
杜
せ
き
の
し
た
駅
か
ら
一
つ
先
の
美み
た
ぞ
の

田
園
駅
ま
で

は
、
歩
い
て
い
け
な
い
距
離
じ
ゃ
な
さ
そ
う
。

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
そ
こ
は
空
港

仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
は
全
線
高
架
。
電
車
が
走

る
の
は
建
物
の
３
階
分
く
ら
い
の
高
さ
。
高
架
橋
の

脇
に
は
防
音
壁
が
あ
り
、
地
上
か
ら
走
る
電
車
の
姿

は
見
え
な
い
。
そ
の
分
、
散
策
の
目
印
と
し
て
は
最

適
。
美
田
園
駅
に
向
か
っ
て
高
架
橋
を
横
目
に
歩
い

て
い
く
。

高
架
橋
周
辺
は
綺
麗
に
区
画
整
理
さ
れ
た
住
宅
街

が
広
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
少
し
離
れ
る
と
田
ん
ぼ

に
変
わ
る
。「
美
田
園
」
と
い
う
地
名
は
、
こ
の
辺
り

の
美
し
い
田
園
風
景
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
30
分
弱
。
美
田
園
駅
に
到
着
。

美
田
園
駅
の
次
は
も
う
仙
台
空
港
駅
。
残
り
１
駅
と

は
い
え
、
歩
く
に
は
距
離
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
お

と
な
し
く
電
車
に
乗
る
。

電
車
が
美
田
園
駅
を
出
て
数
分
。
車
窓
か
ら
見
え

る
仙
台
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
次
第
に
大
き
く

な
り
、
ち
ょ
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

視
線
が
ぐ
ん
っ
と
下
が
っ
て
、
電
車
は
ト
ン
ネ
ル
に

突
入
。
そ
の
ま
ま
暗
闇
を
走
る
こ
と
数
十
秒
。
外
の

明
か
り
が
近
づ
い
て
き
て
、「
地
上
に
出
る
か
な
」

と
思
っ
た
瞬
間
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
近
さ
で
飛
行
機
の

機
体
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。「
あ
っ
！
」
と
カ

メ
ラ
を
構
え
る
間
も
な
く
、
今
度
は
視
線
が
ぐ
ん
っ

と
上
が
っ
て
、
電
車
は
再
び
高
架
に
上
が
り
、
仙
台

空
港
駅
に
到
着
。

　震
災
後
10
年
目
の
景
色

　
仙
台
空
港
駅
の
ホ
ー
ム
は
２
階
。
改
札
を
出
る

と
、
仙
台
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
２
階
と
連
絡
通
路

で
直
結
し
て
い
る
。

下からでは高架橋の上を走る電車は見えない。杜せきのした駅－美田園駅間は高架橋から離れると
田んぼが広がる。

仙台空港鉄道株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

電
車
が
空
港
に
近
づ
く
と

何
と
な
く
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
。

空
港
は
空
の
旅
へ
の
玄
関
口

ど
こ
か
遠
く
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

本
当
に
旅
に
出
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
も

そ
こ
に
向
か
っ
て
行
く
こ
と
で

旅
気
分
が
味
わ
え
る
。

東北新幹線

JR東北本線

仙
台

杜
せ
き
の
し
た

美
田
園

仙台空港

名取

仙台空港アクセス線

仙台空港アクセス線
【せんだいくうこうあくせすせん】

JR 東北本線に直接乗り
入れすることで、JR 仙
台駅と仙台空港駅を最速
17 分で乗り換えなしで
結ぶ。
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連
絡
通
路
を
渡
っ
て
い
く
人
の
流
れ
か
ら
外
れ
、

駅
の
外
に
出
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
る
。
途
中
の

壁
に
は
「
２
０
１
１.

３.

11
東
日
本
大
震
災　

津
波

浸
水
深
こ
こ
ま
で
」
の
表
示
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

降
り
て
仰
ぎ
見
る
と
、
表
示
の
位
置
は
約
３
メ
ー
ト

ル
、
手
を
挙
げ
て
も
届
か
な
い
高
さ
に
あ
る
。

震
災
当
時
、
駅
舎
１
階
に
あ
っ
た
仙
台
空
港
ア
ク

セ
ス
線
の
運
輸
指
令
室
や
ト
ン
ネ
ル
は
浸
水
。
甚
大

な
被
害
が
出
た
と
い
う
。
あ
れ
か
ら
10
年
、
綺
麗
に

修
繕
さ
れ
た
現
在
の
姿
に
震
災
の
傷
跡
は
見
ら
れ
な

い
け
れ
ど
、
浸
水
深
の
表
示
の
高
さ
に
被
害
の
程
が

想
像
さ
れ
る
。

駅
を
出
て
駐
車
場
を
抜
け
る
と
、
海
ま
で
広
が
る

空
き
地
に
建
物
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
震
災
後

に
整
備
さ
れ
た
津
波
避
難
丘
が
点
々
と
し
て
い
る
。

丘
の
上
か
ら
は
海
岸
線
や
空
港
が
見
渡
せ
る
ら
し
い

が
、
確
か
仙
台
空
港
近
く
に
は
飛
行
機
の
発
着
が
真

横
で
見
ら
れ
る
公
園
も
あ
っ
た
は
ず
。
人
の
気
配
が

な
い
空
き
地
で
、
ど
う
に
か
工
事
車
両
の
交
通
整
理

を
し
て
い
る
人
を
見
つ
け
て
道
を
尋
ね
る
。

「
あ
っ
ち
の
道
だ
け
ど
…
…
。
車
が
基
本
だ
か
ら
、

歩
道
は
あ
っ
た
か
な
ぁ
」。
苦
笑
い
と
と
も
に
返
っ

て
き
た
返
事
の
裏
に
、
目
的
地
ま
で
の
距
離
の
遠
さ

を
感
じ
取
り
、
断
念
。
そ
れ
な
ら
避
難
丘
に
登
っ
て

み
よ
う
か
と
一
番
近
く
の
丘
に
目
を
向
け
る
と
、
い

つ
の
間
に
来
た
の
か
、
小
さ
な
子
供
た
ち
の
集
団

が
。
子
供
の
邪
魔
は
し
た
く
な
い
。
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
に
あ
る
展
望
デ
ッ
キ
に
向
か
う
。

旅
気
分
を
空
港
で

仙
台
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
展
望
デ
ッ
キ
「
ス

マ
イ
ル
テ
ラ
ス
」
は
入
場
無
料
。
飛
行
機
の
搭
乗
チ

ケ
ッ
ト
が
な
く
て
も
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
せ

い
か
、
フ
ラ
イ
ト
ま
で
に
時
間
が
あ
る
か
ら
と
い
う

よ
り
、
飛
行
機
を
見
る
こ
と
を
目
的
に
空
港
に
や
っ

て
来
た
と
い
う
感
じ
の
親
子
連
れ
が
多
い
。

さ
て
、
肝
心
の
飛
行
機
の
発
着
は
と
い
う
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
減
便
し
て
い
る
ら
し
く
、
少
々
寂
し
い
。

風
向
き
で
離
発
着
の
向
き
が
変
わ
る
た
め
か
、
本
日

展
望
デ
ッ
キ
近
く
で
見
え
る
の
は
離
陸
ば
か
り
。
し

か
も
そ
の
瞬
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
浮
い
た
と

思
っ
た
ら
、
も
う
空
高
く
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
う
。

飛
ん
で
い
く
飛
行
機
を
写
真
に
撮
る
の
は
難
し
く
、

「
撮
れ
な
か
っ
た
！　

も
う
１
回
」
を
繰
り
返
す
。

そ
の
「
も
う
１
回
」
ま
で
の
間
隔
が
、
結
構
長
い
。

次
の
便
を
待
ち
な
が
ら
、
滑
走
路
の
先
に
目
を
や

る
と
、
美
田
園
駅
を
出
た
電
車
が
ト
ン
ネ
ル
に
入
り

…
…
駐
機
場
の
す
ぐ
脇
か
ら
出
て
き
た
。
車
内
の
様

子
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
突
然
、
真
横
に
現
れ
た
飛

行
機
に
、「
あ
っ
！
」
と
思
っ
た
乗
客
が
き
っ
と
い

た
は
ず
。「
い
つ
も
と
違
う
ど
こ
か
」
に
つ
な
が
る

空
港
や
飛
行
機
に
は
不
思
議
な
魅
力
が
あ
る
。
実
際

に
飛
行
機
に
乗
っ
て
ど
こ
か
に
行
く
わ
け
じ
ゃ
な
く

て
も
、
飛
行
機
を
見
る
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
。

空
港
に
行
く
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
人
も
少
な

く
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、「
ふ
ら
ん
す
に

行
き
た
し
と
思
へ
ど
も　

ふ
ら
ん
す
は
あ
ま
り
に
遠

し　

せ
め
て
は
新
し
き
背
広
を
き
て　

き
ま
ま
な
る

旅
に
い
で
て
み
ん
」
と
謳
っ
た
萩
原
朔
太
郎
の
詩
を

思
い
出
し
た
。
今
の
心
境
を
こ
の
詩
に
当
て
は
め
る

と
し
た
ら
、
さ
し
ず
め
こ
ん
な
感
じ
か
も
…
…
。

旅
に
出
た
い
と
思
う
け
れ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行

は
ち
ょ
っ
と
躊
躇
わ
れ
る
。
せ
め
て
空
港
に
出
か
け

て
行
っ
て
、
旅
気
分
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
。　

離陸の瞬間を撮るのは難しい。高架が低くなってトンネルへ（写真左）。
トンネルの出口は駐機場の真横（写真右：中央のあたり）。

展望デッキ「スマイルテラス」へ。平日でも結構な賑わい。 空港から海までの間に建物はほとんどなく、
避難丘が点在している。

東日本大震災時の津波浸水深を示すプレート。
身長よりずっと高い位置にある。
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伝
説
に
よ
る
と
、
福
島
市
は
か
つ
て
湖
で
あ
っ

た
。
こ
の
湖
に
浮
か
ん
で
い
た
の
が
、
今
も
市
街

地
の
北
に
そ
び
え
て
い
る
信し

の
ぶ
や
ま

夫
山
で
あ
る
。
こ
の

島
に
風
が
強
く
吹
き
つ
け
て
い
た
こ
と
か
ら
「
吹

く
島
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
「
福

島
」
と
な
っ
た
と
も
い
う
。

信
夫
山
は
平
安
時
代
か
ら
こ
の
地
の
シ
ン
ボ
ル

で
、歌
枕
に
も
な
っ
て
い
る
。
福
島
交
通
飯
坂
線
、

通
称
「
飯
坂
電
車
」（
い
い
電
）
は
、福
島
駅
を
出

る
と
そ
の
西
麓
に
沿
っ
て
北
へ
向
か
う
。

飯
坂
線
は
飯
坂
温
泉
へ
行
く
旅
客
の
輸
送
を
主

な
目
的
と
し
て
、
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
福

島
飯
坂
電
気
軌
道
が
開
業
し
た
。
当
時
、
福
島

－

飯
坂
間
が
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明

治
45
（
１
９
１
２
）
年
に
乗
合
自
動
車
が
営
業
を

開
始
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。明
治
20（
１

８
８
７
）
年
に
日
本
鉄
道
（
現
・Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
）

が
仙
台
ま
で
延
伸
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
福
島
は

上
野
か
ら
９
時
間
ほ
ど
で
行
け
る
距
離
と
な
り
、

東
京
か
ら
飯
坂
温
泉
を
訪
れ
る
湯
治
客
が
急
増
し

た
の
だ
。
乗
合
自
動
車
の
ほ
か
乗
合
馬
車
や
人
力

車
も
飯
坂
へ
湯
治
客
を
運
ん
で
い
た
。

飯
坂
線
の
開
業
は
こ
う
し
た
交
通
事
情
を
一
変

さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
路
線
は
今
と
若
干
異
な
っ

て
い
た
。
開
業
時
の
起
終
点
は
、
福
島
駅
前
の
福

島
停
留
所
か
ら
飯
坂
停
留
所
（
現
・
花
水
坂
駅
）

ま
で
で
あ
っ
た
。
駅
と
呼
ば
な
い
の
は
路
面
電
車

と
し
て
運
行
し
て
い
た
か
ら
だ
。

鉄
路
で
た
ど
る

『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
旅

福島県

福島交通
飯坂線

連
載　

第
７
回

飯坂温泉駅。福島交通飯坂線の終点であり、飯坂温泉の玄関。平成 22（2010）年に和風な外観に改修された
駅舎が湯の町への期待を高める。
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飯
坂
温
泉
ま
で
延
伸
さ
れ
た
の
は
昭
和
２
（
１

９
２
７
）年
、福
島
駅
に
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
で
あ
る
。
昭
和

20
（
１
９
４
５
）
年
に
は
鉄
道
線
と
し
て
運
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

福
島
飯
坂
電
気
軌
道
は
、
開
業
後
、
飯
坂
電
車

と
改
称
、
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
は
福
島
電

気
鉄
道
に
併
合
さ
れ
た
。
昭
和
37
（
１
９
６
２
）

年
に
は
現
在
の
社
名
、
福
島
交
通
と
な
っ
た
。

飯
坂
線
の
開
業
よ
り
２
３
５
年
前
、
福
島

－

飯

坂
間
を
歩
い
て
旅
し
た
者
が
あ
っ
た
。
松
尾
芭
蕉

で
あ
る
。
の
ち
に
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
る
旅
で
福
島
を
訪
れ
た
芭
蕉
は
、
源
義

経
を
守
っ
て
討
ち
死
に
し
た
佐
藤
継つ

ぐ
の
ぶ信

・
忠た

だ
の
ぶ信

兄

弟
を
偲し

の

ぶ
た
め
、
そ
の
墓
が
あ
る
医い

お

う

じ

王
寺
（
醫
王

寺
）
へ
と
足
を
延
ば
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
夜
は

飯
坂
で
温
泉
に
つ
か
り
、
一
泊
し
た
。

芭
蕉
が
旅
し
た
頃
、
飯
坂
は
鄙ひ

な

び
た
場
所
で

あ
っ
た
の
で
、約
２
０
０
年
後
に
は
東
京
か
ら
多
く

の
湯
治
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。飯
坂
線
は
飯
坂
温
泉
の
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
時
代
の

変
化
と
と
も
に
担
う
役
割
も
変
わ
っ
て
き
た
。

昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
飯
坂

線
沿
線
も
宅
地
や
団
地
の
開
発
が
進
ん
だ
。
そ
れ

に
伴
い
通
勤
・
通
学
を
目
的
と
し
た
乗
客
も
急
速

に
増
え
て
い
っ
た
。
上
松
川
駅
や
桜
水
駅
の
開
設

は
、
そ
う
し
た
沿
線
住
民
の
要
望
に
応
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。

飯
坂
線
沿
線
は
今
後
も
変
貌
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
が
、
信
夫
山
は
芭
蕉
が
見
た
姿
そ
の
ま
ま
で
あ

り
続
け
る
だ
ろ
う
。

しぶやのぶひろ
1960年、早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『図解 はじめての神道と仏教』（ワン・パブリッシング）、『カラー版 神社に秘められ
た日本書紀の謎』（宝島社）、『聖地鉄道めぐり』（Ｇ.Ｂ．）、『眠れなくなるほど面白い 図解 神社』（日本文芸社）ほか著書多数。

飯坂温泉駅前に立つ松尾芭蕉の像。
芭蕉の医王寺・飯坂温泉をめぐる
旅は飯坂線とほぼ重なっている。

飯坂温泉の中心部に鎮座する鯖
さ ば こ

湖神社。かつて飯坂温泉は鯖湖湯（佐波子湯）
と呼ばれ、伝説ではヤマトタケルもこの湯で病を癒やしたという。神社の背
後に共同浴場の一つ鯖湖湯がある。芭蕉が泊まったのもこのあたりという。

松尾芭蕉像の背後に架かる十綱橋。大正4（1915）年に竣工した日本最古級
の鋼アーチ橋。十綱という名前は、かつて10本の藤綱の上に板を載せた橋が
架かっていたことに由来する。令和２（2020）年、国登録有形文化財に登録。

信夫山から望む福島市街地。信夫山は市街地の北側にそび
える周囲約7㎞の山岳。中央の羽黒山（標高260ｍ）、西
の羽山（標高275ｍ）などいくつもの峰から成り立つ。

ＪＲ福島駅と隣接し、改札口を阿武隈急行線と
共有する。飯坂線と阿武隈急行線の車両が並ん
で見られることも。新型の1000系電車は車内
に暖簾がかかり温泉気分を盛り上げてくれる。

信夫山の大鳥居。信夫山は市
街地に隣接した里山であるが
険しい場所も多く、かつては
修験者の修行場であった。山
中には羽黒神社・月山神社・
湯
ゆど の さ ん

殿山神社・古
こぶがはら

峯神社などが
鎮座する。

波
は こ

来湯。現在、飯坂温泉には鯖湖湯・十
と つ な

綱の湯・仙
せ ん き

気の
湯・切

きり

湯・導
どうせん

専の湯など九つの共同浴場がある。波来湯は
1200年の歴史があるという。

医王寺は天長3（826）年に弘法大師によって創建された
という古刹。薬師如来を本尊とすることから「鯖野のお薬
師様」とも呼ばれた。松尾芭蕉は『おくのほそ道』の旅で
当寺を訪れ、佐藤兄弟を偲び、袂を涙で濡らしたという。

飯坂温泉飯坂温泉

福島福島

曽根田曽根田

美術館図書館前美術館図書館前

岩代清水岩代清水

上松川上松川

笹谷笹谷

桜水桜水

平野平野

医王寺前医王寺前

花水坂花水坂

泉泉

飯坂線
阿武隈急行

東
北
新
幹
線

山形新幹線（奥羽本線）

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

福島交通株式会社
Fukushima Transportation,Inc.

創　業　信達軌道株式会社／明治 40（1907）年
飯坂線　福島－飯坂温泉（9.2 ㎞）
https://www.fukushima-koutu.co.jp/

■福島交通（飯坂線）路線図

鯖鯖
さ ばさ ば

湖湖
ここ

湯湯
ゆゆ

・・波波
は こ ゆは こ ゆ

来湯来湯飯坂温泉飯坂温泉

信夫山信夫山

福島駅福島駅

医王寺医王寺
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新京成電鉄、銚子電気鉄道、 小湊鐵道、 山万、東武鉄道、西武鉄道、 
京成電鉄、京王電鉄、小田急電鉄、東急電鉄、京浜急行電鉄、 
東京地下鉄、相模鉄道、高尾登山電鉄、 江ノ島電鉄、 湘南モノレール、 
箱根登山鉄道、富士急行、伊豆急行、 伊豆箱根鉄道、岳南電車、 
静岡鉄道、大井川鐵道、 遠州鉄道、豊橋鉄道、名古屋鉄道、三岐鉄道、  
えちぜん鉄道、福井鉄道、京福電気鉄道、 叡山電鉄、嵯峨野観光鉄道、 
近畿日本鉄道、 南海電気鉄道、京阪電気鉄道、 阪急電鉄、 阪神電気鉄道、
北大阪急行電鉄、 泉北高速鉄道、 水間鉄道、 和歌山電鐵、紀州鉄道、 
能勢電鉄、神戸電鉄、山陽電気鉄道、岡山電気軌道、水島臨海鉄道、 
広島電鉄、一畑電車、高松琴平電気鉄道、伊予鉄道、 とさでん交通、  
西日本鉄道、 島原鉄道、 長崎電気軌道、熊本電気鉄道

◉企画編集／一般社団法人  日本民営鉄道協会　広報課
◉企画編集協力／時事通信出版局「みんてつ」編集室　香田朝子

◉写　　真／織本知之／加藤有紀

◉アートディレクション・デザイン／浜田修司／大島恵里子

◉印　　刷／大日本印刷株式会社

※本誌の記事、写真、イラストレーション、ロゴの無断転載を禁じます。
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東急電鉄 2020系 東武鉄道 70000系

東京メトロ 18000系 近畿日本鉄道 ひのとり


